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おおくま
思いが夢になる。希望が町になる。
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特集・2019 年度施政方針と予算

大
熊
町
の
カ
ル
タ
が
で
き
ま
し
た
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役
場
新
庁
舎

　

大
川
原
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
た
役

場
新
庁
舎
が
、
３
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
、
開
庁
式
を
開
催
し
、
５
月
７
日
か

ら
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

税
務

　

避
難
生
活
が
続
い
て
お
り
、
引
き
続
き

被
災
者
の
税
負
担
軽
減
を
図
る
減
免
措
置

を
講
じ
ま
す
。

　

避
難
指
示
解
除
後
の
課
税
に
つ
い
て
は
、

先
行
解
除
さ
れ
た
隣
接
町
村
の
実
績
、
法

令
等
を
踏
ま
え
、
避
難
指
示
解
除
区
域
で

の
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
再
開
の
準
備
を
し
ま
す
。

　

個
人
町
県
民
税
の
減
免
率
変
更
に
つ
い

て
、
２
０
２
３
年
度
を
目
途
に
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
高
額
所
得
者
に
対
す
る
減
免

の
廃
止
を
検
討
し
、
合
わ
せ
て
全
体
を
見

直
し
て
い
き
ま
す
。

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

　

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
全

線
開
通
お
よ
び
大
野
駅
周
辺
の
一
部
先
行

解
除
を
目
指
し
、
２
０
２
２
年
春
の
区
域

内
全
面
解
除
を
目
標
に
区
域
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
続
く
復
興
事
業
の
際
の
用

地
取
得
を
一
挙
に
担
う
新
し
い
組
織
と
し

て
用
地
対
策
室
を
新
設
し
、
事
業
に
遅
れ

を
生
じ
さ
せ
な
い
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外

　

除
染
等
に
伴
う
不
燃
物
を
取
り
扱
う
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
用
地
を
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
に
含
め
、
区
域
の
一
部
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。
同
様
に
他
の
拠
点
区
域
外
の

地
域
も
、
区
域
へ
の
拡
大
を
進
め
る
と
と

も
に
、
残
さ
れ
た
区
域
の
除
染
お
よ
び
避

難
指
示
解
除
の
時
間
軸
や
手
法
を
早
急
に

示
す
よ
う
、
引
き
続
き
国
に
求
め
ま
す
。

第
二
次
復
興
計
画

　

１
月
に
町
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
計
画
の
改
訂
版
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
と
合
わ
せ
、

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け
ま
す
。
改
訂
内

容
は
実
施
計
画
に
落
と
し
込
み
、
遅
れ
の

な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
進
め
ま
す
。

大
川
原
地
区
復
興
拠
点

　

役
場
庁
舎
や
住
宅
、
商
業
施
設
、
福
祉

施
設
な
ど
が
完
成
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

他
の
土
地
は
駅
前
地
区
の
整
備
計
画
と
調

整
し
、
じ
っ
く
り
と
用
途
を
検
討
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
公
社

　

不
動
産
利
活
用
事
業
は
昨
年
末
現
在
、

土
地
の
活
用
を
希
望
す
る
申
し
込
み
が

１
２
０
件
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
登
録

申
込
み
件
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
用
地
の

紹
介
が
で
き
る
よ
う
継
続
し
ま
す
。
公
社

と
連
携
し
駅
前
等
、
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
内
外
の
整
備
復
興
を
進
め
る
考
え
で

す
。
公
社
の
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
と

し
て
の
役
割
を
踏
ま
え
、
町
民
が
帰
町
す

る
上
で
の
必
要
な
体
制
や
組
織
、
支
援
の

あ
り
方
等
を
検
討
し
ま
す
。

賠
償

　

必
要
と
さ
れ
る
賠
償
の
継
続
を
し
っ
か
り

と
求
め
る
と
と
も
に
、
迅
速
な
支
払
い
を

行
う
よ
う
、
国
や
東
京
電
力
に
対
し
引
き

続
き
要
望
し
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設

　

環
境
省
に
よ
る
と
、
昨
年
末
現
在
、

１
６
５
２
人
の
地
権
者
の
方
か
ら
契
約
を

い
た
だ
き
、
中
間
貯
蔵
施
設
用
地
の
全
体

面
積
約
１
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約
67
・

３
％
に
当
た
る
約
１
０
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

取
得
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
権
者
の

皆
さ
ん
の
理
解
、
汚
染
土
壌
の
施
設
へ
の

運
搬
時
お
よ
び
施
設
自
体
の
安
全
性
の
確

保
、
そ
し
て
最
大
の
懸
念
事
項
で
あ
る
30

年
以
内
の
県
外
搬
出
お
よ
び
最
終
処
分
の

確
実
な
実
行
を
求
め
ま
す
。

 2019年度
大熊町の施政方針

　３月７日から 20 日まで開かれた大熊町議会定例会の初日、 渡辺利綱町長が 2019 年度の施政

方針を表明しました。 これは、 ４月からの町政運営の基本方針、 重点施策、 予算等を町民の皆さ

んに説明したものです。 今回は特に重要と位置付ける施策を一部要約してご報告します。

特集

国
民
健
康
保
険

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率

向
上
な
ど
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
負
担
金
の
免
除
措
置
が

２
０
２
０
年
２
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
避
難
生
活
が
続
く
限
り
、
国
に
財

政
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

福
祉
行
政

　

長
期
の
避
難
生
活
に
応
じ
た
支
援
に
加

え
、
２
０
１
９
年
度
は
町
内
の
災
害
公
営

住
宅
整
備
を
見
据
え
た
事
業
展
開
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
大
熊
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
活
支
援
相
談
員

配
置
事
業
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
充
実
さ

せ
、
併
せ
て
避
難
者
支
援
事
業
に
よ
る
サ

ロ
ン
活
動
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

町
内
で
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高

齢
者
世
帯
等
の
見
守
り
と
、
医
療
機
関
へ

の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
再
開
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
、
大
川
原
地
区
復
興
拠
点
内
に
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
住
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
施
設
を
整
備
し
、

２
０
２
０
年
度
春
の
開
所
を
目
指
し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

２
０
１
８
年
度
に
実
施
し
た
子
育
て
町

民
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
基
づ
き
、
「
大
熊
町
第

２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
見
直
し
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
計
画
と

し
て
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消

費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
衛
生

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重
症

化
予
防
の
た
め
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
を
図
り
、
企
業
等
も
含
め
関
係
機
関
と

連
携
し
て
特
定
保
健
指
導
の
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
、
「
大
熊
町
自
殺
対
策
計

画
」
を
策
定
し
、
精
神
保
健
の
向
上
も
図

り
ま
す
。

母
子
保
健

　

今
年
度
、
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

町
内
の
医
療
環
境

　

町
民
が
安
心
し
て
帰
町
で
き
る
よ
う
健

康
相
談
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町

立
診
療
所
の
整
備
に
向
け
準
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
休
止
中
の
県
立
大
野
病
院

の
早
期
再
開
を
引
き
続
き
県
に
要
望
し
ま

す
。

放
射
線
対
策

　

放
射
線
に
よ
る
健
康
不
安
に
対
応
す
る

た
め
、
帰
町
に
合
わ
せ
て
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。

介
護
保
険

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

向
け
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
第
１
号
被
保
険
者
介
護
保
険

料
の
減
免
と
利
用
者
負
担
金
の
軽
減
措
置

を
行
い
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅

　

恒
久
的
住
宅
へ
の
移
行
が
進
み
、
減
少

し
た
入
居
者
の
孤
立
や
防
犯
上
の
問
題
が

生
じ
る
た
め
、
応
急
仮
設
住
宅
の
集
約
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
統
廃
合
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
経
年
劣
化
に
よ
る
不
具

合
に
対
し
て
も
速
や
か
に
対
応
す
る
な
ど
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
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特集

国
民
健
康
保
険

　

特
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健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率

向
上
な
ど
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
負
担
金
の
免
除
措
置
が

２
０
２
０
年
２
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
避
難
生
活
が
続
く
限
り
、
国
に
財

政
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

福
祉
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長
期
の
避
難
生
活
に
応
じ
た
支
援
に
加

え
、
２
０
１
９
年
度
は
町
内
の
災
害
公
営

住
宅
整
備
を
見
据
え
た
事
業
展
開
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
大
熊
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
活
支
援
相
談
員

配
置
事
業
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
充
実
さ

せ
、
併
せ
て
避
難
者
支
援
事
業
に
よ
る
サ

ロ
ン
活
動
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

町
内
で
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高

齢
者
世
帯
等
の
見
守
り
と
、
医
療
機
関
へ

の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
再
開
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
、
大
川
原
地
区
復
興
拠
点
内
に
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
住
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
施
設
を
整
備
し
、

２
０
２
０
年
度
春
の
開
所
を
目
指
し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

２
０
１
８
年
度
に
実
施
し
た
子
育
て
町

民
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
基
づ
き
、
「
大
熊
町
第

２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
見
直
し
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
計
画
と

し
て
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消

費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
衛
生

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重
症

化
予
防
の
た
め
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
を
図
り
、
企
業
等
も
含
め
関
係
機
関
と

連
携
し
て
特
定
保
健
指
導
の
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
、
「
大
熊
町
自
殺
対
策
計

画
」
を
策
定
し
、
精
神
保
健
の
向
上
も
図

り
ま
す
。

母
子
保
健

　

今
年
度
、
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

町
内
の
医
療
環
境

　

町
民
が
安
心
し
て
帰
町
で
き
る
よ
う
健

康
相
談
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町

立
診
療
所
の
整
備
に
向
け
準
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
休
止
中
の
県
立
大
野
病
院

の
早
期
再
開
を
引
き
続
き
県
に
要
望
し
ま

す
。

放
射
線
対
策

　

放
射
線
に
よ
る
健
康
不
安
に
対
応
す
る

た
め
、
帰
町
に
合
わ
せ
て
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。

介
護
保
険

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

向
け
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
第
１
号
被
保
険
者
介
護
保
険

料
の
減
免
と
利
用
者
負
担
金
の
軽
減
措
置

を
行
い
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅

　

恒
久
的
住
宅
へ
の
移
行
が
進
み
、
減
少

し
た
入
居
者
の
孤
立
や
防
犯
上
の
問
題
が

生
じ
る
た
め
、
応
急
仮
設
住
宅
の
集
約
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
統
廃
合
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
経
年
劣
化
に
よ
る
不
具

合
に
対
し
て
も
速
や
か
に
対
応
す
る
な
ど
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。



特集

大
熊
Ｉ
Ｃ

　

大
熊
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
に

併
せ
、
県
道
35
号
線

｟
山
麓
線
｠
・
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
国
道
６
号
線
ま
で
の
町
道
・

県
道
を
自
由
通
行
と
し
ま
し
た
。
交
通
量

の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
通
行
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
出
入
り

す
る
大
型
車
両
の
た
め
の
専
用
道
路
の
整

備
を
、
引
き
続
き
進
め
ま
す
。農

林
水
産

　

す
で
に
大
川
原
で
出
荷
目
的
の
タ
マ
ネ
ギ

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
８
月
に
は
Ｊ

Ａ
福
島
さ
く
ら
を
通
じ
て
震
災
後
初
と
な

る
野
菜
の
出
荷
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後

は
福
島
大
学
と
連
携
し
、
町
内
で
栽
培
さ

れ
た
農
作
物
の
放
射
能
測
定
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
国
・
県
な
ど
の
指
導
の
も
と
、

水
稲
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
実
証
栽

培
を
継
続
し
、
除
染
後
農
地
で
の
水
稲
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。農

地
保
全

　

大
熊
町
農
業
復
興
組
合
に
よ
る
除
染
後

の
農
地
を
対
象
と
し
た
草
刈
・
耕
起
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
は
地
力
増
進
作
物
の
播

種
な
ど
新
た
な
試
み
も
実
施
し
ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
内
の
農
地
活
用
お
よ
び

保
全
を
目
的
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事

業
は
、
半
年
に
及
ぶ
検
討
会
を
終
え
、
具

体
的
に
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
農
地
保
全
と
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事
業

の
一
元
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

い
ち
ご
栽
培
施
設

　

４
月
か
ら
施
設
管
理
運
営
者

「
株
式
会

社
ネ
ク
サ
ス
フ
ァ
ー
ム
お
お
く
ま
」
に
よ
る

栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ

り
帰
還
町
民
の
雇
用
創
出
、
営
農
意
欲
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

商
工
業

　

大
川
原
復
興
拠
点
に
整
備
す
る
商
業
施

設
は
５
月
に
仮
設
店
舗
、
来
年
２
月
に
本

施
設
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
宿

泊
温
浴
施
設
も
２
０
２
０
年
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

大
熊
町
内
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
震
災
後
初
と
な
る
古
里
で
の
開
催
で

す
の
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

下
水
道

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
の
整
備
に
向
け
管

路
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
処
理
施
設
に
つ

い
て
も
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。学

校
教
育

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
に
よ
り
園
児
、

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に

「
大
熊
町
の

学
校
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
豊
か
で
、
質
の
高
い
教
育

環
境
を
整
備
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
本

年
度
も
読
書
活
動
と
体
験
活
動
を
柱
に
、

小
規
模
校
の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
個
性
を
引
き
出
す

教
育
を
徹
底
し
ま
す
。

　

新
し
い
教
育
長
と
と
も
に
常
勤
の
指
導

主
事
を
新
た
に
配
置
し
、
学
校
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育

　

２
０
１
７
年
度
に
立
ち
上
げ
た

「
地
域

学
校
協
働
本
部
」
を
仲
立
ち
と
し
て
、
社

会
教
育
主
事
を
先
導
に
子
ど
も
た
ち
の
「ふ

る
さ
と
創
造
学
」
の
学
習
活
動
を
と
お
し

て
も
、
町
民
の
学
ぶ
機
会
と
な
る
よ
う
工

夫
し
ま
す
。

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

　

文
化
財
等
の
保
護
、
特
に
民
間
所
有
の

文
化
財
の
レ
ス
キ
ュ
ー
お
よ
び
震
災
遺
構

の
保
全
に
努
め
ま
す
。
歴
史
的
公
文
書
の

保
管
も
含
め
た
こ
れ
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

し
て
収
集
し
た
資
料
は
、
町
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
検
討
委
員
会
で
、
展
示
を
は
じ
め
具
体

的
な
利
活
用
方
法
、
施
設
の
建
設
・
設
置

を
可
能
な
限
り
速
や
か
に
検
討
し
ま
す
。

　

日
本
は
間
も
な
く
新
元
号
に
変

わ
り
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
、
私
は
本
年
を

大
熊
町
の

「
帰
町
元
年
」
と
位
置

付
け
、
職
員
一
丸
で
町
民
の
た
め
、

古
里
の
た
め
、
そ
し
て
大
熊
町
の

新
し
い
時
代
の
た
め
復
興
に
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

役
場
新
庁
舎
で
の
本
庁
舎
業
務

の
再
開
は
、
復
興
に
向
け
た
一
つ

の
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
町
の
風

景
は
大
き
く
変
化
す
る
で
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
帰
還
を
選
択
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

避
難
先
の
方
に
対
し
て
は
、
今

後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体

制
の
確
立
に
加
え
、
古
里
の
絆
を

確
認
で
き
る
よ
う
な
施
策
の
あ
り

方
も
探
り
ま
す
。
町
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
魅
力
あ
る
町
の
将

来
像
を
と
も
に
考
え
ら
れ
た
ら
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

帰町元年、 全力で

2019年度施政方針

公
営
住
宅

　

帰
町
を
選
択
し
た
町
民
や
企
業
の
従
業

員
・
研
究
者
が
安
心
し
て
居
住
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
川
原

地
区
の
復
興
拠
点
内
に
災
害
公
営
住
宅
50

戸
と
公
的
賃
貸
住
宅
40
戸
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
は
１
月
に
入
居
予

定
者
の
抽
選
を
行
い
、
50
戸
す
べ
て
で
入

居
予
定
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
６
月
中
の

入
居
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
公
的
賃

貸
住
宅
は
５
月
下
旬
に
募
集
を
開
始
し
、

10
月
か
ら
の
入
居
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
復
興
拠
点
の
整
備
状
況
に
応

じ
、
新
た
に
帰
還
を
選
択
さ
れ
る
方
に
対

応
す
る
た
め
、
災
害
公
営
住
宅
第
２
期
分

と
し
て
40
戸
程
度
を
新
た
に
整
備
す
る
予

定
で
す
。

生
活
再
建
促
進
交
付
金

　

中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
に
伴
う
、
長
期

避
難
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た

「
生

活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
制
度
」
の
事
業
期

間
が
10
年
間
と
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
に
は
そ
の
後
の
分
を
支
給

で
き
な
い
ほ
か
、
支
給
に
係
る
事
務
委
託

料
が
高
額
と
な
る
た
め
、
こ
の
制
度
を

２
０
１
８
年
度
分
ま
で
で
終
了
し
ま
す
。

代
わ
っ
て
、
町
に
戻
ら
れ
る
方
や
今
後
も

避
難
先
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方

の
生
活
再
建
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
新

た
に

「
生
活
再
建
促
進
交
付
金
制
度
」
を

創
設
し
、
震
災
時
に
町
民
だ
っ
た
方
に
一

人
当
た
り
70
万
円
を
交
付
す
る
た
め
の
予

算
を
今
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し

た
。

　

一
方
、
町
内
に
帰
還
さ
れ
る
方
へ
の
支
援

と
し
て
、
新
た
に
引
っ
越
し
費
用
の
補
助

制
度
な
ど
も
展
開
し
ま
す
。

町
営
墓
地

　

大
川
原
地
区
に
新
た
な
町
営
墓
地
の
供

用
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
募
集
等
の
準
備

を
進
め
ま
す
。

防
犯
対
策

　

防
犯
カ
メ
ラ
を
50
台
増
設
す
る
と
と
も

に
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
認
識
シ
ス
テ
ム
で
の
監

視
、
帰
還
困
難
区
域
で
の
巡
回
警
備
、
帰

還
困
難
区
域
以
外
で
の
見
回
り
隊
の
巡
回

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
の
開

庁
に
合
わ
せ
、
大
川
原
第
一
集
会
所
を

双
葉
警
察
署
の
臨
時
駐
在
所
と
し
て
運
用

し
、
地
域
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
防
犯
強
化
に
努
め
ま
す
。

消
防
団

　

避
難
に
よ
り
消
防
団
活
動
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
随
時
、
団
員
の
募
集

を
継
続
し
、
帰
町
し
た
住
民
宅
へ
の
訪
問
、

消
防
団
の
資
機
材
の
保
全
管
理
や
町
内
の

防
火
用
水
等
の
確
認
、
検
閲
や
訓
練
を
実

施
し
、
帰
還
ま
で
消
防
団
の
継
続
強
化
に

努
め
ま
す
。

道
路
復
旧
等

　

震
災
に
よ
り
道
路
、
水
路
、
河
川
、
海

岸
等
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
ま
ま
で

す
。
帰
還
困
難
区
域
で
も
国
・
県
の
協
力

を
得
な
が
ら
復
旧
に
努
め
る
と
と
も
に
、

道
路
の
整
備
、
熊
川
の
海
岸
堤
防
、
河
川

の
護
岸
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

大
川
原
地
区
復
興
拠
点
で
は
、
今
年
度

内
の
造
成
工
事
完
成
を
目
指
し
、
地
区
外

か
ら
の
幹
線
道
路
の
整
備
・
計
画
を
進
め

ま
す
。

除
染

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
の
除
染
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
本
格
的
な

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
拠
点
と
し
て
の
位
置

付
け
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
町
内

全
域
の
除
染
を
引
き
続
き
国
に
要
望
し
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
大
野
駅
周
辺

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
２
０
１
９
年
度
末
の
全
線

開
通
に
向
け
て
残
る
富
岡
～
浪
江
間
の
整

備
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
町
と
し

て
も
、
大
野
駅
舎
や
震
災
前
に
整
備
途
中

で
あ
っ
た
駅
東
口
、
そ
し
て
駅
西
口
の
整

備
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
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イ
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国
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６
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県
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通
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に
出
入
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大
型
車
両
の
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め
の
専
用
道
路
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整
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を
、
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続
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進
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ま
す
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に
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今
後

は
福
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学
と
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、
町
内
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さ

れ
た
農
作
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放
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能
測
定
調
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を
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国
・
県
な
ど
の
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も
と
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水
稲
の
出
荷
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解
除
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向
け
た
実
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栽

培
を
継
続
し
、
除
染
後
農
地
で
の
水
稲
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。農

地
保
全

　

大
熊
町
農
業
復
興
組
合
に
よ
る
除
染
後

の
農
地
を
対
象
と
し
た
草
刈
・
耕
起
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
は
地
力
増
進
作
物
の
播

種
な
ど
新
た
な
試
み
も
実
施
し
ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
内
の
農
地
活
用
お
よ
び

保
全
を
目
的
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事

業
は
、
半
年
に
及
ぶ
検
討
会
を
終
え
、
具

体
的
に
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
農
地
保
全
と
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事
業

の
一
元
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

い
ち
ご
栽
培
施
設

　

４
月
か
ら
施
設
管
理
運
営
者

「
株
式
会

社
ネ
ク
サ
ス
フ
ァ
ー
ム
お
お
く
ま
」
に
よ
る

栽
培
が
開
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さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ

り
帰
還
町
民
の
雇
用
創
出
、
営
農
意
欲
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

商
工
業

　

大
川
原
復
興
拠
点
に
整
備
す
る
商
業
施

設
は
５
月
に
仮
設
店
舗
、
来
年
２
月
に
本

施
設
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
宿

泊
温
浴
施
設
も
２
０
２
０
年
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

大
熊
町
内
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
震
災
後
初
と
な
る
古
里
で
の
開
催
で

す
の
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

下
水
道

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
の
整
備
に
向
け
管

路
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
処
理
施
設
に
つ

い
て
も
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。学

校
教
育

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
に
よ
り
園
児
、

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に

「
大
熊
町
の

学
校
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
豊
か
で
、
質
の
高
い
教
育

環
境
を
整
備
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
本

年
度
も
読
書
活
動
と
体
験
活
動
を
柱
に
、

小
規
模
校
の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
個
性
を
引
き
出
す

教
育
を
徹
底
し
ま
す
。

　

新
し
い
教
育
長
と
と
も
に
常
勤
の
指
導

主
事
を
新
た
に
配
置
し
、
学
校
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育

　

２
０
１
７
年
度
に
立
ち
上
げ
た

「
地
域

学
校
協
働
本
部
」
を
仲
立
ち
と
し
て
、
社

会
教
育
主
事
を
先
導
に
子
ど
も
た
ち
の
「ふ

る
さ
と
創
造
学
」
の
学
習
活
動
を
と
お
し

て
も
、
町
民
の
学
ぶ
機
会
と
な
る
よ
う
工

夫
し
ま
す
。

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

　

文
化
財
等
の
保
護
、
特
に
民
間
所
有
の

文
化
財
の
レ
ス
キ
ュ
ー
お
よ
び
震
災
遺
構

の
保
全
に
努
め
ま
す
。
歴
史
的
公
文
書
の

保
管
も
含
め
た
こ
れ
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

し
て
収
集
し
た
資
料
は
、
町
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
検
討
委
員
会
で
、
展
示
を
は
じ
め
具
体

的
な
利
活
用
方
法
、
施
設
の
建
設
・
設
置

を
可
能
な
限
り
速
や
か
に
検
討
し
ま
す
。

　

日
本
は
間
も
な
く
新
元
号
に
変

わ
り
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
、
私
は
本
年
を

大
熊
町
の

「
帰
町
元
年
」
と
位
置

付
け
、
職
員
一
丸
で
町
民
の
た
め
、

古
里
の
た
め
、
そ
し
て
大
熊
町
の

新
し
い
時
代
の
た
め
復
興
に
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

役
場
新
庁
舎
で
の
本
庁
舎
業
務

の
再
開
は
、
復
興
に
向
け
た
一
つ

の
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
町
の
風

景
は
大
き
く
変
化
す
る
で
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
帰
還
を
選
択
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

避
難
先
の
方
に
対
し
て
は
、
今

後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体

制
の
確
立
に
加
え
、
古
里
の
絆
を

確
認
で
き
る
よ
う
な
施
策
の
あ
り

方
も
探
り
ま
す
。
町
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
魅
力
あ
る
町
の
将

来
像
を
と
も
に
考
え
ら
れ
た
ら
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

帰町元年、 全力で

2019年度施政方針
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　３月に開催した第１回大熊町議会定例会で 2019 年度一般会計当初予算、 その他１２の特別

会計当初予算が可決されました。 避難指示の一部解除を最重点施策とし、 帰町環境整備と避

難する町民コミュニティの支援、 生活再建促進事業などの主要施策に取り組む予算編成となり

ました。 この結果、 一般会計当初予算額は過去最大の 263 億 5,000 万円となりました。

繰入金
147億
6,799 万
１千円
56.0%

自
主
財
源
71
・
２
％

依
存
財
源
28
・
８
％

町税
37億
4,061 万
７千円
14.2%

歳入 　
町
税
は
約
37
億
４
０
０
０
万
円
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
特
例
に
よ
り
町
民
税
、
固
定

資
産
税
な
ど
減
免
措
置
を
継
続
し
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
は
震
災
復
興
特
別

交
付
税
が
12
億
円
。
国
庫
支
出

金
は
、
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金

や
福
島
原
子
力
災
害
避
難
区
域
帰

還
・
再
生
加
速
事
業
委
託
金
等
で

34
億
１
４
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

繰
入
金
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
基
金
か
ら
89
億
６
８
０
０
万
円
、

帰
還
環
境
整
備
交
付
金
基
金
か
ら

30
億
１
８
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
、

生
活
再
建
促
進
事
業
ほ
か
帰
還
に
向

け
た
事
業
の
財
源
と
し
ま
す
。

自
主
財
源

…
町
税
や
手
数
料
な
ど
町
が
自

　
ら
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
財
源

依
存
財
源

…
国
や
県
の
意
思
で
定
め
ら
れ

　
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
割
り

　
当
て
ら
れ
た
り
す
る
財
源

繰
入
金

…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
基

　
金
等
の
会
計
間
で
移
動
す
る

　
お
金

町
税

…
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

国
庫
・
県
支
出
金

…
町
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対

　
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

　
れ
る
お
金

地
方
譲
与
税

…
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
お
金

　
を
、
定
め
ら
れ
た
割
合
で
地

　
方
自
治
体
に
譲
与
す
る
お
金

民
生
費

…
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高

　
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、

　
生
活
保
護
、
国
民
年
金
、
災

　
害
援
助
な
ど
の
事
業
に
要
す

　
る
経
費

総
務
費

…
人
事
、
企
画
、
財
政
、
戸
籍
、

　
統
計
や
交
通
安
全
な
ど
、
他

　
部
門
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業

　
に
要
す
る
経
費

5900 万 2 千円 0.2%
2 億 7982 万 3 千円 1.1%

92 万 6 千円 －
225 万 7千円 －
78 万 4千円 －

1千円 －
648 万 4千円 －
102 万 7千円 －
12 億 2千円 4.6%
65 万 0 千円 －

1千円 －
15 億 5,095 万７千円 5.9%

地方譲与税
地方消費税交付金
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
環境性能割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
町債

合計

1337 万 8 千円 0.1%
1794 万 1 千円 0.1%
8854 万 2 千円 0.3%
600 万 5 千円 －

1千円 －
1億 2944 万 8 千円 0.5%
２億 5,531 万５千円 1.0%

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
諸収入

合計

　繰入金は、各種基金から生
活再建促進事業や公共施設
建設に係る整備事業、中間
貯蔵施設建設に伴う地権者
支援、地域振興行事業など
の財源として前年度より約
43 億６千万円増の約 147
億７千万円を取り崩します。

国庫支出金
34億
1,442 万
６千円
13.0%
県支出金

26億 2,069万
４千円　9.9%

その他②
5.9%

その他①
1.0%

固定資産税
（固定資産税・国有資産等所在市町村交付金）
31億 502万３千円

町民税６億 1,548 万５千円

①

②

その他
2,010 万９千円（0.5%）
軽自動車税 1219 万 2 千円 0.3%
入湯税 1千円 －
特別土地保有税 2千円 －
市町村たばこ税 791 万 4千円 0.2%

町税の内訳

その他の内訳

83.0% 16.5%

用
語
の
解
説

特集

2019年度 大熊町の当初予算
一般会計 263 億 5,000 万円（過去最大）

総務費
59億
9,351 万
３千円
22.7%

民生費
108億
3,044 万
９千円
41.1%

農林水産業費　12億 7,675 万５千円

商工費　12億 6,199 万９千円

土木費
53億
2,034 万
２千円
20.2%

消防費　３億 3,377 万７千円

その他　１億 9,617 万４千円

教育費　５億 4,914 万３千円
（2.1%）

（1.9%）

（1.3%）

（0.3%）

（0.7%）

議会費　8,840 万５千円

衛生費　４億 9,944 万３千円

歳出

特別会計 
35 億 4,615 万１千円

　
長
期
避
難
の
生
活
支
援
を
目
的
と

し
た
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
に
代
わ

る
も
の
し
て
、
生
活
再
建
の
た
め
の

生
活
再
建
促
進
交
付
金
制
度
（
77
億

円
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
大
川
原
地
区
の
復
興
拠
点
で
は
、

帰
還
者
向
け
災
害
公
営
住
宅
等
整
備

事
業
（
38
億
８
千
万
円
）
や
福
祉
関

連
施
設
（
７
億
６
千
万
円
）
商
業
施

設
（
６
億
６
千
万
円
）
交
流
施
設

（
６
億
６
千
万
円
）
宿
泊
温
浴
施
設

（
３
億
９
千
万
円
）
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
町
内
の
防
犯
対
策
事

業
（
２
億
６
千
万
円
）
や
町
道
維
持

事
業
（
１
億
３
千
万
円
）
な
ど
、
安

心
し
て
帰
町
・
居
住
で
き
る
環
境
を

築
き
ま
す
。

　
長
期
避
難
が
継
続
す
る
町
民
へ
の

施
策
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
と
町
民
同
士
の
情
報
交

換
が
可
能
に
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
事

業
（
２
億
４
千
万
円
）
な
ど
、
県
内

外
に
避
難
す
る
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
事
業
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

土
木
費

…
道
路
維
持
、
都
市
計
画
、
復

　
興
拠
点
整
備
事
業
、
仮
設
住

　
宅
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

農
林
水
産
業
費

…
農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
事

　
業
に
要
す
る
経
費

商
工
費

…
商
工
業
の
振
興
、
観
光
振
興

　
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

教
育
費

…
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
事
業
に

　
要
す
る
経
費

衛
生
費

…
保
健
衛
生
、
母
子
保
健
、
廃

　
棄
物
処
理
、
公
害
対
策
な
ど

　
の
事
業
に
要
す
る
経
費

消
防
費

…
消
防
、
防
災
事
業
な
ど
に
要

　
す
る
経
費

議
会
費

…
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費

災
害
復
旧
費

…
大
雨
、
暴
風
、
地
震
な
ど
の

　
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害

　
の
復
旧
に
要
す
る
経
費

公
債
費

…
地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
の

　
元
金
お
よ
び
利
子
を
支
払
う

　
た
め
の
経
費

諸
支
出
金

…
他
の
歳
出
科
目
の
い
ず
れ
に

　
も
分
類
さ
れ
な
い
も
の
で
特

　
別
会
計
へ
の
操
出
金
な
ど
の

　
経
費

災害復旧費 8888 万 2 千円 0.34%
公債費 1千円 -
諸支出金 6729 万 1 千円 0.26%
予備費 4,000 万円 0.15%

①坂下ダム施設管理事業　　　　　　　
②国民健康保険　　　　　 　
③奨学資金貸与　　　　　　 　　　　
④地域下水道事業　　　　　　　　　 
⑤特定環境保全公共下水道事業　 
⑥農業集落排水事業　　　　　　　　
⑦住宅団地造成事業　　　　　　　　　　　　 
⑧工業団地造成事業　　　　　　　　　　　　 
⑨中央台霊園管理事業　　　　　　　　 　　
⑩介護保険事業　　　　　 　　　
⑪後期高齢者医療　　　　　　　 
⑫やすらぎ霊園管理事業

　　合計　　　　　　　　　 

6,300 万円
21 億 9,647 万９千円

817 万２千円
191 万９千円
６万５千円

 623 万１千円
５万１千円
５万１千円
24 万６千円

12 億 4,456 万４千円
2,536 万７千円

６千円

35 億 4,615 万１千円

4.9%

4.8%

大熊町当初予算
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特集

2019年度 大熊町の当初予算
一般会計 263 億 5,000 万円（過去最大）

総務費
59億
9,351 万
３千円
22.7%

民生費
108億
3,044 万
９千円
41.1%

農林水産業費　12億 7,675 万５千円

商工費　12億 6,199 万９千円

土木費
53億
2,034 万
２千円
20.2%

消防費　３億 3,377 万７千円

その他　１億 9,617 万４千円

教育費　５億 4,914 万３千円
（2.1%）

（1.9%）

（1.3%）

（0.3%）

（0.7%）

議会費　8,840 万５千円

衛生費　４億 9,944 万３千円

歳出

特別会計 
35 億 4,615 万１千円

　
長
期
避
難
の
生
活
支
援
を
目
的
と

し
た
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
に
代
わ

る
も
の
し
て
、
生
活
再
建
の
た
め
の

生
活
再
建
促
進
交
付
金
制
度
（
77
億

円
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
大
川
原
地
区
の
復
興
拠
点
で
は
、

帰
還
者
向
け
災
害
公
営
住
宅
等
整
備

事
業
（
38
億
８
千
万
円
）
や
福
祉
関

連
施
設
（
７
億
６
千
万
円
）
商
業
施

設
（
６
億
６
千
万
円
）
交
流
施
設

（
６
億
６
千
万
円
）
宿
泊
温
浴
施
設

（
３
億
９
千
万
円
）
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
町
内
の
防
犯
対
策
事

業
（
２
億
６
千
万
円
）
や
町
道
維
持

事
業
（
１
億
３
千
万
円
）
な
ど
、
安

心
し
て
帰
町
・
居
住
で
き
る
環
境
を

築
き
ま
す
。

　
長
期
避
難
が
継
続
す
る
町
民
へ
の

施
策
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
と
町
民
同
士
の
情
報
交

換
が
可
能
に
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
事

業
（
２
億
４
千
万
円
）
な
ど
、
県
内

外
に
避
難
す
る
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
事
業
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

土
木
費

…
道
路
維
持
、
都
市
計
画
、
復

　
興
拠
点
整
備
事
業
、
仮
設
住

　
宅
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

農
林
水
産
業
費

…
農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
事

　
業
に
要
す
る
経
費

商
工
費

…
商
工
業
の
振
興
、
観
光
振
興

　
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

教
育
費

…
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
事
業
に

　
要
す
る
経
費

衛
生
費

…
保
健
衛
生
、
母
子
保
健
、
廃

　
棄
物
処
理
、
公
害
対
策
な
ど

　
の
事
業
に
要
す
る
経
費

消
防
費

…
消
防
、
防
災
事
業
な
ど
に
要

　
す
る
経
費

議
会
費

…
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費

災
害
復
旧
費

…
大
雨
、
暴
風
、
地
震
な
ど
の

　
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害

　
の
復
旧
に
要
す
る
経
費

公
債
費

…
地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
の

　
元
金
お
よ
び
利
子
を
支
払
う

　
た
め
の
経
費

諸
支
出
金

…
他
の
歳
出
科
目
の
い
ず
れ
に

　
も
分
類
さ
れ
な
い
も
の
で
特

　
別
会
計
へ
の
操
出
金
な
ど
の

　
経
費

災害復旧費 8888 万 2 千円 0.34%
公債費 1千円 -
諸支出金 6729 万 1 千円 0.26%
予備費 4,000 万円 0.15%

①坂下ダム施設管理事業　　　　　　　
②国民健康保険　　　　　 　
③奨学資金貸与　　　　　　 　　　　
④地域下水道事業　　　　　　　　　 
⑤特定環境保全公共下水道事業　 
⑥農業集落排水事業　　　　　　　　
⑦住宅団地造成事業　　　　　　　　　　　　 
⑧工業団地造成事業　　　　　　　　　　　　 
⑨中央台霊園管理事業　　　　　　　　 　　
⑩介護保険事業　　　　　 　　　
⑪後期高齢者医療　　　　　　　 
⑫やすらぎ霊園管理事業

　　合計　　　　　　　　　 

6,300 万円
21 億 9,647 万９千円

817 万２千円
191 万９千円
６万５千円

 623 万１千円
５万１千円
５万１千円
24 万６千円

12 億 4,456 万４千円
2,536 万７千円

６千円

35 億 4,615 万１千円

4.9%

4.8%

大熊町当初予算
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まちの話題

　
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
８
年

と
な
っ
た
３
月
11
日
、
町
役
場

会
津
若
松
出
張
所
で
お
お
く
ま

町
会
津
会
主
催
の
復
興
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。
羽
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
し
た
折
り
鶴
を
前
庭
に

飾
り
、
地
震
が
発
生
し
た
午
後

２
時
46
分
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
庁
内
の
一
室

に
つ
る
し
雛
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
大
野
駅
周
辺
の
ジ
オ

ラ
マ
模
型
も
展
示
さ
れ
、
思
い

出
の
場
所
を
見
つ
け
て
懐
か
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
わ
き
市
の
斎
場
で
は
町
主

催
の
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
遺
族
や
町
民
な
ど
約
70
人

の
参
列
者
が
花
を
手
向
け
、
犠

牲
者
を
し
の
び
ま
し
た
。

震
災
８
年
、
各
地
で
追
悼
の
催
し 

会津若松出張所前で午後２時46分に祈りをささげる人たち

追悼式で花を手向ける参列者

避難指示解除で住民説明会
町民から不安や要望聞く

　大川原・中屋敷の避難指示解除にかかる住民説明会が
３月９、10の両日、県内３会場で開かれました。解除に
あたってのインフラ復旧状況などを説明するとともに、
町民の皆さんから広く意見を聞くため実施し、合わせて
約100人が参加しました。町民の皆さんからは、放射性
物質への不安、防犯や鳥獣対策の強化、携帯電話の基地
局増設を求める声などが挙がりました。

改訂内容を報告
町の第二次復興計画

　大熊町第二次復興計画の改訂案が２月 27日、町に示
されました。2015 年３月に策定された同計画は、その
後の町内の環境変化や避難の長期化などに対応する必要
が生じていました。有識者や町の各課長補佐でつくる検
討委員会が昨年から改訂内容を検討してきました。初沢
敏生委員長が渡辺利綱町長に改訂の報告書を手渡しまし
た。（詳細 14ページ）
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TOWN TOPICS

　
大
熊
中
学
校
の
卒
業
式
が
３

月
13
日
、
会
津
大
学
短
期
大
学

部
体
育
館
で
行
わ
れ
、
男
子
３

人
、
女
子
６
人
の
合
わ
せ
て
９

人
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
早
川
良
一
校
長
が
卒
業
証
書

を
手
渡
し
「
一
人
ひ
と
り
か
け

が
え
の
な
い
良
さ
を
持
っ
て
い

る
。
自
分
の
良
さ
を
伸
ば
し
て

く
だ
さ
い
。
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
市
川
綾

花
さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
ん
で
行
き
ま
す
が
、
一
歩
一

歩
力
強
く
未
来
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
、
最

後
に
卒
業
生
が
家
族
や
恩
師
、

友
だ
ち
に
向
け
た
感
謝
の
言
葉

を
代
表
し
て
発
表
。「
高
校
へ

行
っ
て
も
親
孝
行
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
」「
先
生
方

の
お
か
げ
で
、
３
年
間
で
成
長

で
き
ま
し
た
」「
辛
い
こ
と
も

嬉
し
い
こ
と
も
、
一
緒
に
分
か

ち
合
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
な
ど
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
一
つ
一
つ
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

大
熊
中
で
卒
業
式
、
９
人
巣
立
つ

校歌を斉唱する大熊中の卒業生卒業証書を受ける卒業生

答辞を述べる市川さん

１人の卒園を見送る
町立幼稚園で修了式

希望が伝わる絵本完成
大熊中卒業の七海さん制作

　町立幼稚園の修了式が３月19日、会津若松市内の同
幼稚園で行われ、後藤愛

あいる
琉さんが卒園しました。末永幸

弘園長が修了証書を手渡し「みんなが応援しています。
感謝の気持ちを持ち続けてください」と述べました。愛
琉さんは「大きくなったらお花屋さんになりたい。いつ
もありがとう」とあいさつしました。在園児とお別れの
歌を歌い、保護者や教職員らに見送られ巣立ちました。

　大熊中を３月に卒業した七海久玲愛さんが制作した絵
本が完成しました。震災前後の町の記憶と未来への希望
を伝えたいと、ふるさと創造学のテーマに設定して調べ
ました。町の特産物、震災・原発事故と避難、夢あふれ
る将来の町などを、自作のイラストや写真を交えてまと
めた一冊です。七海さんは「調べてきたことが形になっ
てうれしい」と話していました。



まちの話題

＜実行委員の皆さん＞
浅野孝さん
尾内武さん
山本三起子さん
石橋英雄さん
庄子ヤウ子さん
鎌田清衛さん
泉順子さん

完
成
、お
ら
ほ
の
カ
ル
タ

　
大
熊
町
の
風
景
や
文
化
な
ど

を
う
た
っ
た
「
お
お
く
ま
・
お

ら
ほ
の
カ
ル
タ
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
３
月
14
日
に
町
役
場
会

津
若
松
出
張
所
で
行
っ
た
贈
呈

式
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
前
の
大
熊
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

東
北
応
援
社
員
募
金
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
制
作
し
ま
し

た
。
事
前
に
読
み
札
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
約
５
０
０
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
町
民
代
表
と
町
職
員

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が

「
あ
」
か
ら
「
ん
」
ま
で
46
札

を
選
び
ま
し
た
。

　
熊
川
の
サ
ケ
や
日
隠
山
、
馬

の
背
岬
、
聖
徳
太
子
祭
な
ど
震

災
前
の
暮
ら
し
や
自
然
が
、
親

し
み
あ
る
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
み
札

に
は
ミ
ニ
解
説
も
付
け
ま
し

た
。
カ
ル
タ
を
入
れ
る
箱
の
絵

は
、
町
民
の
斎
藤
真
知
瑠
さ
ん

が
担
当
し
ま
し
た
。

　
お
ら
ほ
の
カ
ル
タ
は
12
月
に

配
布
予
定
の
生
活
応
援
支
援
物

資
と
一
緒
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
ま
す
。

問
お
お
く
ま
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
２
４
６
（
85
）
５
２
３
７　

斎藤さんがデザインした箱の絵カルタの完成を喜ぶ関係者

選ばれた 46枚の読み札

12
月
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
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TOWN TOPICS

原田環境相が町内視察
町から２項目を要望

おおちゃん小法師が人気
埼玉・飯能市の復興市に参加

大熊産のコメを仙台で配布
震災後初めて一般提供

　東日本大震災の復興応援イベント「食べて応援しよ
う in 仙台」が 3月16、17日の 2 日間、仙台市内で
開かれ、16日に大熊町産のコメが無料で配布されま
した。昨年大川原地区で実証栽培したコメが、収穫後
の検査で国の基準値を下回ったことから、震災後初め
て一般に提供されることになり、町農業委員会の根本
友子会長が、小分けした袋を来場者に手渡しました。

　原田義昭環境大臣が３月３日、大熊町内の JR 大野
駅と大川原復興拠点を視察しました。渡辺利綱町長が
最新の復興状況を説明しました。また①中間貯蔵施設
の安全確保②帰還困難区域全域の復興について、原田
大臣に要望しました。
　この日は公明党復興加速化本部の井上義久本部長も
町内を視察しました。

　埼玉県飯能市で３月 10日に開催された「震災復興
元気市」に大熊町が参加しました。元気市への参加は
今年で４回目で、今年もおおちゃん小法師を販売しま
した。子ども連れの家族を中心に絵付け体験が盛況
で、個性あふれるおおちゃんがいくつも誕生していま
した。おおちゃん小法師の着ぐるみは、常に子どもた
ちに囲まれる人気ぶりでした。

晴天のゲレンデを滑走
アルツ磐梯でスキー・スノボ教室

　町主催のスキー・スノーボード教室が 2月 24 日、
磐梯町のアルツ磐梯スキー場で開かれました。震災後
初めて開いた昨年に続く開催。晴天に恵まれたゲレン
デには小中学生を中心に約 40人が集まり、スキーと
スノーボードに分かれてインストラクターから滑り方
を教わりました。参加者は滑走を楽しみながら練習を
重ね、上達を目指していました。
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◆ 2019年度の一時立ち入りの注意点◆
■立ち入り回数
　年間30回が上限ですが、状況を踏まえ31回目以降も認める場合があります。
■立ち入り時間
　午前９時から午後４時までの最大７時間です。
■当日受付
　次の５つのスクリーニング場で実施します。午前 9時～正午にお越しくだ
さい。
　（浪江町）津島活性化センター、加倉、高瀬
　（富岡町）高津戸、毛萱・波倉
　スタッフに当日受付を希望する旨と「問い合わせ番号」、世帯主の氏名をお
伝えください。
※お盆、お彼岸の時期とその後の期間（８月17日～ 27日、9月27日～ 10月
　４日）や水、木曜日の開催日は受付できません。事前にお申し込みください。
※事前に予約した方に比べ、受付に時間がかかる可能性があります
■帯同車両台数
　世帯主車両と同行するご親戚や引っ越し業者等の車両は、津島活性化セン
ター、加倉、毛萱・波倉の各スクリーニング場で受付する場合は 5台まで可
能です（世帯主車両と合わせて６台）。ただし高瀬、中屋敷、大川原、高津戸
の各スクリーニング場については、これまで同様２台までです。

【一時立ち入り受付コールセンター】

☎ 0120－220－788（フリーダイヤル）
　一時立ち入りをする際には申し込みが必要です。
　実施スケジュールをご確認の上、コールセンターへお電話でお申し込みください。
■申込受付時間
　平日………午前８時～午後８時
　土日祝日…午前８時～午後５時
※ 2019年度の一時立ち入りは、4月13日（土）から実施します。申込受付開始は 4月 4日（木）です。
・お盆、お彼岸は立ち入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設けさせていただき
ます
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください
・予約時は問い合わせ番号を伝えていただくと、手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号は各世
帯固有の番号です
・立ち入り休止日にやむを得ぬ事情 (命日による墓参の立ち入り等 )により立ち入りを希望する場合は、
事前（10日～２週間前まで）に環境対策課へご相談ください

◆当日の注意点◆
　立ち入り当日は次のもの
を忘れずにご持参ください。
①立入者名簿（３枚複写式。
　事前に立ち入る方全員の
　お名前、生年月日、連絡
　先をもれなくご記入くだ
　さい）
②免許証などご本人確認で
　きるもの（立ち入る方全
　員分）
③世帯主からの委任状（世
　帯主のご家族を除く代理
　人による立ち入りの場合）
※中継基地で通行証、個人
　線量計、防護装備等をお
　渡しします。お帰りの際、
　中継基地で返却し、スク
　リーニングを受けていた
　だきます

一時立ち入りスケジュール

12広報おおくま　2019.4.1
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マイカーでの立ち入り

バスでの立ち入り

５４月 ＆ 月

立ち入り
休止

マイカー
立ち入り

５月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉 ※ ※

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉 ※ ※

４月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉

※立入者数等を制限して開催します。詳細は追ってスクリーニング場等でご案内します

※各月のバス立ち入り初日の１か月前までにお申し込みください

実施スケジュールや最新の予約状況は専用ホームページでご覧いただけます。
（http://www.ichijitachiiri.com）

年 2019 年 2020 年
月 ５月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 3 月
日 10 11 ７ ８ ５ ６ ９ 10 13 14 18 19 15 16 13 14 13 14

曜日 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土
毛萱・波倉　　　　　　　　　

スクリーニング場
大熊町 40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯
40

世帯

申し込み締切日 ４月９日
（火）

5 月６日
（月）

6 月４日
（火）

7 月８日
（月）

8 月12日
（月）

9 月17日
（火）

10月14日
（月）

11月12日
（火）

2 月13日
（木）

バ
ス
立
ち
入
り
（
加
倉
・
毛
萱
）



お　らせ知

詳細はHP

大熊町第二次復興計画を改訂しました

実現を目指す町の姿

Q.町内に働く場があれば、
　住む人が増えると思いますか

Q. 子どもたちが町内で短期間、大熊の歴史等を学ぶ
　機会に参加させたいですか

Q. 町内で起業する人がいたら、応援したいですか

定住者の増加につながる働く場の確保、町内起業者を応援
したいという声が多かったです。

戻らない意向の方も、２割強が「参加させたい」と回答。
戻りたい意向の方は総じて参加意向が強いです。

町からの大切な

※改訂の冊子を各世帯に郵送します。
　お時間のあるときにご覧ください。

　大熊町第二次復興計画を改訂しました。この計画は、町が目指す復興の姿を表
したもので、この計画をもとに復興施策は進みます。改訂のポイントと、改訂に
際して町民の皆さんを対象に実施したアンケート調査の要点を紹介します。

0 20 40 60 80 100 (%)

合計 　

判断が
つかない 　

戻らない　

戻りたい 　

参加させたい 　 参加させたくない 　

71％87 35 29％

117 43％ 152 57％

150 25％ 461 75％

354 35％ 648 65％

(%)0 20 40 60 80 100
893　　53％ 787　　47％

増えると思う 増えると思わない

0 20 40 60 80 100 (%)

思う 　

587　　31％

思わない

1,094　　59％

無回答

182
10％

内内容 時日時 場会場 対対象 費費用 持持ち物 定定員 申申し込み方法 期申し込み期限 
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information

詳細はHP

  計画改訂アンケート結果

Q.避難指示解除後の大熊町への帰還意向

Q. 居住地の希望（戻りたいと考えている方）

Q. 大川原で町の祭りや地区のイベント等が
　開催されたら、行ってみたいですか

Q. 町内の役場に行かず、
　テレビ電話のある支所
　等の窓口で相談できれ
　ば、利用したいですか

Q. 大川原－大野駅間の
　公共交通があれば、利
　用者は多いと思います
　か

★調査期間
　１月７日～ 21日
★調査対象数
　5,176 件
　（震災時に住民登録していた世帯の代表者）
★回収数
　1,863 件（回収率 36%）

※前回
　（2017年度）
・戻りたい
　12.5%
・まだ判断つかない
　26.9%
・戻らない
　59.3%
・無回答
　1.4%

※前回
　（2017年度）
・大川原地区内
　12.7%
・特定復興再生拠点
　21.4%
・それ以外
　7.4%
・判断ができない
　49.8%
・無回答
　8.7%

ふるさとまつり、盆踊り、花火への参加希望が多かったで
す。戻らない意向の方も、２割は参加したいと回答。

町内では安心・安全の環境づくり、
町外では情報発信と生活の再建状況に応じた重点支援

新庁舎での行政サービス再開と
避難先での行政サービスを低下させないための取り組み

産業・経済構造の見直しの視点に基づく基礎的な生活基
盤の確保と拠点間の機能連携に向けた取り組みなど

大川原への幼小中教育施設の建設と
教育を支える人材の確保・育成など

「戻らない」が減少し、「戻りたい」が増加しました

特定復興再生拠点の居住希望が
２倍以上に増えました

★計画期間は
　　2027 年３月まで
★目指すのは
　・避難先・町内どちらでも安定した
　　生活を送れる環境づくり
　・帰町したい人が帰町でき、
　　町外からも人が来たくなるまちづくり
★４つの重点施策

　　 
　 530

　  55.0％

無回答　 
 43
2.3％

まだ判断が
  つかない

戻らないと
決めている

戻りたい    
    

  266  
  14.3％

　　 
　 28.4％

　   1,024

大川原 ・
 中屋敷
　　65
　24.4％

特定復興再生拠点
　       126
　     47.4％

それ以外
の区域
　 29
10.9％

判断ができない
　  　　　25
　　　　9.4％

   無回答  21
       7.9％

0 20 40 60 80 100

合計 　

戻らない 　

判断が
つかない　

戻りたい 　

(%)

行きたい 　 行きたくない 　

　　1,198　　 　　　564

　　166　　
　　

　　82　　
　　

　　204　　
　　

　　306　　
　　

　　194
　　　　　
　　

19％

32％ 68％

67％ 33％

40％ 60％

　　810　
　　　　　
　　

81％

利用したい
　　 871
　  47％

利用しない
　　900
　  48％

無回答
　 92
　5％

多いと思う
　　868
　  47％

多いと思
 わない
　　920
　  49％

無回答　75
　  　4％

町民を取り巻く多様な環境に合わせた

生活の支援

帰町開始に伴う

行政拠点の再編

複数のコンパクトな拠点が融合した

町土復興

「多様な主体」と「社会の中での学び」による

次世代育成
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お　らせ知町からの大切な

対象者 接種の内容 予診票

1995年 4 月 2日～
2007年 4 月 1日生まれ

20 歳の誕生日の前日まで、1期（1回目、2回
目、追加）・2期（1回）の合計４回を、定期
予防接種として接種できます

【県内】
健康介護課へ
お問い合わせください

【県外】
避難先の市町村へ
お問い合わせください

2007年 4 月 2日～
2009年10月 1日生まれ

9歳～13歳未満（13歳の誕生日の前日まで）に、
1期（3回分）の不足分を定期予防接種として
接種できます。この場合、定期予防接種で行
う 2期（1回）は、1期（3回目）の予防接種
後 6日以上の間隔をあけて接種できます

予防接種の種類 対象年齢 接種時期のめやす 接種回数
高齢者

インフルエンザ
65歳以上の希望者
※①を含む

毎年10月～12月を予定
（詳細は広報10月号でお知らせします）毎年 1回

高齢者肺炎球菌
2019年度末年齢が65歳、70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、100歳の方※②生涯
で初めて接種する方が対象

2019年度内
（対象者には個別に通知します） 1回

※①60歳以上65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障がいを有する方、
　およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方で希望者（おおむね身
　体障害者 1級相当）
※②定期接種や自費で 1回接種している、または 2回目の接種を希望する方は対象になりません

おたふくかぜ 満 1歳から 7歳未満の「小学校就学前」の幼児

ロタウイルス 1価２回（生後 6週～ 24 週に達するまで）または、5価
３回（生後 6週～ 32週に達するまで）

小児インフルエンザ 生後 6か月～中学 3年生の子ども※詳しくは広報 10月号でお知らせします

成人風しん
風しん抗体検査、風しん・麻しん予防接種【対象者条件あり】
※風しん追加対策対象者は除きます。詳細は今後の広報で
　お知らせし、対象者へは通知します。

肺炎球菌（任意） 肺炎球菌（初めて接種する方で定期接種の対象にならない
66歳以上の方） 

高齢者

日本脳炎の特例接種

　2005年度～2009年度に
かけて積極的な接種推奨の差
し控えにより、日本脳炎の予
防接種を規程の回数受けられ
なかった方が無料で受けられ
ます。

　接種するかどうか、本人または保護者
に任されています。大熊町では、表の予
防接種を償還払いで助成しています。接
種を希望する方には申請書を送付しま
す。なお、申請書は各出張所や連絡事務
所に備え付けてあり、一部は町公式サイ
トからダウンロードできます。

任意予防接種

大熊町役場新庁舎
開庁式を行います

　大熊町役場新庁舎が３月、町内大川原に
完成しました。町では４月14日、新庁舎
開所式を行い、テープカットや内覧会など
で新拠点の完成を祝います。
　午後からは、一般の皆さんも庁舎内をご
覧いただけます。

時４月14日（日）午前10時45分～
場大熊町役場新庁舎
　（大熊町大川原字南平1717）
問大熊町役場会津若松出張所
　総務課　行政係

　当日、おおくまコミュニティづくり実行委員会による
「まちびらきイベント」が開催されます。新庁舎前広場
で人文字を作ったり、昼食におにぎりと豚汁を振る舞っ
たり、新庁舎の開庁をにぎやかに盛り上げます。

時４月14日（日）正午～
場大熊町役場新庁舎前広場
問おおくまコミュニティづくり実行委員会事務局
　（おおくままちづくり公社内）
☎ 0246-85-5237（平日午前10時～午後４時）

同時開催　まちびらきイベント
みん
なで
人文
字

おに
ぎり
と豚
汁

熊川
稚児
だっ
た鹿
舞

information

種別 接種 接種回数
対象年齢 望ましい接種年齢

B型肝炎
ワクチン

初回 生後１歳に至るまで 生後２か月から９か月に至るまで ２回
追加 １回

ヒブワクチン 生後２か月から５歳に至るまで 生後２か月から７か月に至るまで ※１～４回
小児用肺炎球菌
ワクチン 生後２か月から５歳に至るまで 生後２か月から７か月に至るまで ※１～４回

四種混合
（DPT-IPV)
ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ

１期初回 生後３か月から７歳６か月に
至るまで

生後３か月から１歳 20 ～ 56 日の
間隔で３回

１期追加 １期初回接種（３回）終了後 12 か月から 18 か月の間
隔をおく １回

２期
二種混合DT 11 歳以上 13 歳未満 11 歳に達した時から 12 歳に達するまで １回

BCG 生後１歳に至るまで 生後５か月から８か月に達するまで １回
麻しん・
風しん混合
（MR)

１期 生後１歳から２歳に至るまで １回

２期 ５歳以上７歳未満
（小学校就学前 1年間） １回

水痘
初回

生後１歳から３歳に至るまで
生後１歳から１歳３か月に達するまで １回

追加 初回接種終了後、６か月から12か月までの間隔をおく １回

日本脳炎
１期初回 生後６か月から７歳６か月に

至るまで
３歳に達したときから４歳に達するまで ６～ 28 日の

間隔で２回
１期追加 ４歳に達したときから５歳に達するまで １回
２期 ９歳以上 13 歳未満 ９歳に達したときから 10 歳に達するまで １回

子宮頸がん予防ワクチン
（積極的な勧奨をしていません）小学６年生～高校１年生の女子 中学 1年生の女子 ３回

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

子ども

県内医療機関：大熊町の予診票を持参し、直接実施医療機関で接種してください
県外医療機関：予診票等も含め、避難先自治体へ直接お問い合わせください定期予防接種

　常磐自動車道・大熊インターチェンジの開通に
伴い、同インターと県道35号線（通称・山麓線）、
国道６号を結ぶ道路が自由通行化されました。こ
れに伴い、周辺のゲートが変更となりましたので、
通行の際はご注意ください。なお、防犯のため、
自動二輪は通行できません。問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

自由通行ルート

大野病院北ゲート
（新設）

中央台ゲート
（新設）

秋葉台北ゲート
（撤去） スポーツセンター

前ゲート（撤去）大熊インターチェンジ
（３月 31 日開通）

大野駅

大野病院

大野病院南ゲート

③

④

① ②
国
道
６
号

常
磐
線

常
磐
道山神ゲート

県道 35 号線

国道 288 号

大熊 ICアクセス道
自由通行になりました

予防接種を受けましょう

内内容 時日時 場会場 対対象 費費用 持持ち物 定定員 申申し込み方法 期申し込み期限 
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information

種別 接種 接種回数
対象年齢 望ましい接種年齢

B型肝炎
ワクチン

初回 生後１歳に至るまで 生後２か月から９か月に至るまで ２回
追加 １回

ヒブワクチン 生後２か月から５歳に至るまで 生後２か月から７か月に至るまで ※１～４回
小児用肺炎球菌
ワクチン 生後２か月から５歳に至るまで 生後２か月から７か月に至るまで ※１～４回

四種混合
（DPT-IPV)
ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ

１期初回 生後３か月から７歳６か月に
至るまで

生後３か月から１歳 20 ～ 56 日の
間隔で３回

１期追加 １期初回接種（３回）終了後 12 か月から 18 か月の間
隔をおく １回

２期
二種混合DT 11 歳以上 13 歳未満 11 歳に達した時から 12 歳に達するまで １回

BCG 生後１歳に至るまで 生後５か月から８か月に達するまで １回
麻しん・
風しん混合
（MR)

１期 生後１歳から２歳に至るまで １回

２期 ５歳以上７歳未満
（小学校就学前 1年間） １回

水痘
初回

生後１歳から３歳に至るまで
生後１歳から１歳３か月に達するまで １回

追加 初回接種終了後、６か月から12か月までの間隔をおく １回

日本脳炎
１期初回 生後６か月から７歳６か月に

至るまで
３歳に達したときから４歳に達するまで ６～ 28 日の

間隔で２回
１期追加 ４歳に達したときから５歳に達するまで １回
２期 ９歳以上 13 歳未満 ９歳に達したときから 10 歳に達するまで １回

子宮頸がん予防ワクチン
（積極的な勧奨をしていません）小学６年生～高校１年生の女子 中学 1年生の女子 ３回

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

子ども

県内医療機関：大熊町の予診票を持参し、直接実施医療機関で接種してください
県外医療機関：予診票等も含め、避難先自治体へ直接お問い合わせください定期予防接種

　常磐自動車道・大熊インターチェンジの開通に
伴い、同インターと県道35号線（通称・山麓線）、
国道６号を結ぶ道路が自由通行化されました。こ
れに伴い、周辺のゲートが変更となりましたので、
通行の際はご注意ください。なお、防犯のため、
自動二輪は通行できません。問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

自由通行ルート

大野病院北ゲート
（新設）

中央台ゲート
（新設）

秋葉台北ゲート
（撤去） スポーツセンター

前ゲート（撤去）大熊インターチェンジ
（３月 31 日開通）

大野駅

大野病院

大野病院南ゲート

③

④

① ②
国
道
６
号

常
磐
線

常
磐
道山神ゲート

県道 35 号線

国道 288 号

大熊 ICアクセス道
自由通行になりました

予防接種を受けましょう
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お　らせ知

　中間貯蔵施設に係る
　弁護士無料相談会
　町では中間貯蔵施設の建設に伴い町民の皆さまが抱える
不安や諸問題に対応するため、弁護士による相談会を開催
します。当該施設建設に伴う権利関係等の疑問点について
無料で相談できます。
＜会津若松市＞
時４月18日（木）午後２時～５時
場大熊町役場会津若松出張所
＜いわき市＞
時４月19日（金）午後２時～５時
場大熊町役場いわき出張所
＜郡山市＞
時４月24日（水）午後２時～５時
場大熊町役場中通り連絡事務所
■相談できること
　中間貯蔵施設建設に伴う契約、地上権、相続等について
　（法律相談であり、補償価格に関する相談はできません
　ので、ご了承ください）
■対象者
　大熊町内の中間貯蔵施設建設予定地内に不動産（土地、
建物）を所有されている方
■相談料
　無料
■相談時間
　１回につき50分以内（各会場３組までの予約制。先着順）
■申し込み期限
　各会場、開催日の２週間前までにお申し込みください
問大熊町役場会津若松出張所　企画調整課

　収入が少ない、失業または災害などの理由で国
民年金保険料を納めることが困難な場合、保険料
の納付が免除される制度があります。
　免除を受けた期間は将来年金を受け取る資格を
得るために必要な月数に加えられ（最低 300 月
必要）、障害基礎年金・遺族基礎年金を受け取る
資格の判定では、免除を受けた期間は保険料を納
めた期間と同じ扱いになります。
　東京電力福島第一原発事故に伴い、大熊町に
2011年３月11日時点で住所を有していた方は、
申請に基づき、国民年金保険料が全額免除されま
す（学生は学生納付特例制度を優先して適用）。
　承認期間は７月から翌年６月までを一年度と
し、過去分は申請時点から２年１か月前までさか
のぼって申請できます。

■申請書の受付について
　最寄りの年金事務所、町役場の各窓口（会津若松出張所、い
わき出張所、中通り連絡事務所）でお手続きください。申請書
の郵送を希望する方は住民課　国保年金係までご連絡くださ
い。申請書は日本年金機構または町公式サイトからダウンロー
ドできます。
■納付書等が届かない方へ
　日本年金機構からの納付書等の郵便物は「住民票のある大熊
町の住所」に送るため「転居届」を出さないと避難先に届きま
せん。心あたりのある方は、最寄りの郵便局で「転居届」を提
出のうえ、日本年金機構平年金事務所にご連絡ください。
※転送期間（届出から 1年間）が過ぎて届かない場合もあり
ます。ご注意ください。
問平年金事務所　☎ 0246-23-5611
問大熊町役場会津若松出張所　住民課　国保年金係

  国民年金保険料の免除制度のご案内

　４月から国民年金保険料の
　産前産後期間免除制度が始まります

　国民年金第 1号被保険者が出産した場合、出産前後の
一定期間の国民年金保険料が免除される制度が４月１日か
ら始まります。
■対象
　国民年金第 1号被保険者で出産日が2019年２月１日以
降の方
■免除期間
　出産予定月（または出産月）の前月から４か月間。多
胎妊娠の場合は出産予定月（または出産月）の３か月前
から６か月間。2019 年４月以降の期間が免除対象 （例：
2019年２月に出産した場合、４月分のみ免除）
※出産とは死産、流産、早産を含む妊娠 85日（４か月）
　以上の分娩
■申請書
　４月１日から、お近くの年金事務所または各出張所窓口
で入手できます。郵送を希望される場合は、４月１日以降
に町役場住民課国保年金係までお電話ください。また、4
月以降、日本年金機構ホームページからもプリントアウト
が可能になる予定です。
■持参していただくもの
　年金手帳、認印、身分証明書、母子健康手帳（出産前に
申請する場合）
※被保険者と子が別世帯の場合は出産証明書、親子関係の
　わかる書類
■申請書の提出先
　お近くの年金事務所または町役場の各出張所窓口
問大熊町役場会津若松出張所　住民課　国保年金係

information

　会津若松市発着　春の裏磐梯（北塩原村）と
　台湾ベリーダンス堪能ツアー

　北塩原村からの
お知らせです。大
熊町民を対象とし
た「春の裏磐梯と
台湾ベリーダンス
堪能ツアー」が５

月２日（木）、会津若松市発着で開催されます。
　五色沼湖沼群の散策や桧原湖の湖上遊覧、ラビスパ裏磐
梯での温泉入浴など、裏磐梯の魅力をぎゅっと詰め込んだ
ツアーです。
　また、台湾の舞踊団によるベリーダンスの鑑賞もござい
ます。踊りを披露するのは、大熊町民など浜通りの被災者
が北塩原村に避難していた 2011 年６月、避難所を慰問
した台湾舞踏家協会の皆さんです。
※この事業は「復興ありがとうホストタウン」事業の一環
　です

■開催日
　５月２日（木・祝）
■行程
　会津若松市各地（午前８時 15分～ 45分）→五色沼湖
沼群散策→ラビスパ裏磐梯（昼食、ベリーダンス鑑賞、温
泉入浴）→村内観光（桧原湖遊覧船、裏磐梯物産館、諸橋
近代美術館）→会津若松市各地（午後５時 30分～６時）
※乗降車場所は年貢町団地、大熊町役場会津若松出張所、
　会津若松駅からお選びください
■代金
　１人 1,000 円（税込。昼食代、バス代、施設入館料、
遊覧船乗船料、保険料含む）
■対象
　大熊町民とその家族
■募集人数
　40人（最少催行人数 10人、応募多数の場合は抽選）
■申込方法
　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、乗降車場所を記入
し、官製はがきまたはＦＡＸで申し込み。2011年６月に
舞踊団のベリーダンスをご覧になった方は、その旨、記載
してください。
■申込先
　〒 965-0007　会津若松市飯盛三丁目 3-34　アールエ
イチ企画「春の裏磐梯堪能ツアー」係
FAX　0242-28-5667
■募集期間
　４月１日（月）～ 10日（水）
※はがきは 10日の消印まで有効
■添乗員
　同行しません。北塩原村役場スタッフが同乗してご案内
します。
問北塩原村役場　総務企画課　企画室
☎ 0241-23-3112

おおちゃん

教えて　　　放射性物質

　放射線は目で確認することができません。放
射線が色付きで見られるメガネがあれば、私た
ちの不安も減るのではないのでしょうか？

問大熊町役場　環境対策課

放射線を
「見える化」したい48

　下の写真は、ガンマカメラと呼ばれる特殊な装
置で大川原のある場所を撮影したものです。赤い
部分が周辺より放射線量率が高い場所です。しか
し、この装置には大きな弱点があります。もとも
と、ガンマカメラは原発構内など放射線量率が高
いところでの使用を想定しており、除染が完了し
た大川原のような場所では、測定に時間がかかる
のです。

　赤い部分は周辺との比較で線量率が高いことを
意味していますが、必ずしも危険な数値とは限り
ません。

　時間をかけずに放射線を「見える化」する方法
は、ほかにもあります。
　この写真は、大川原連絡事務所の線量率を見え
る化したものです。
　これは特殊な測定器とGPS を連動させ、連続
的に線量率を測定したものをGPS に連動させて
表示したものです。「点」を集めて「面」として
の測定結果を求めるイメージです。
　面的な測定では、ホットスポットの見落としを
減らすことができます。今年度、実際に大川原や
中屋敷の宅地 80か所で測定を行いました。
　今後も、これらの方法を駆使して「見える化」
に挑戦し、お伝えしていきます。

内内容 時日時 場会場 対対象 費費用 持持ち物 定定員 申申し込み方法 期申し込み期限 
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information

　会津若松市発着　春の裏磐梯（北塩原村）と
　台湾ベリーダンス堪能ツアー

　北塩原村からの
お知らせです。大
熊町民を対象とし
た「春の裏磐梯と
台湾ベリーダンス
堪能ツアー」が５

月２日（木）、会津若松市発着で開催されます。
　五色沼湖沼群の散策や桧原湖の湖上遊覧、ラビスパ裏磐
梯での温泉入浴など、裏磐梯の魅力をぎゅっと詰め込んだ
ツアーです。
　また、台湾の舞踊団によるベリーダンスの鑑賞もござい
ます。踊りを披露するのは、大熊町民など浜通りの被災者
が北塩原村に避難していた 2011 年６月、避難所を慰問
した台湾舞踏家協会の皆さんです。
※この事業は「復興ありがとうホストタウン」事業の一環
　です

■開催日
　５月２日（木・祝）
■行程
　会津若松市各地（午前８時 15分～ 45分）→五色沼湖
沼群散策→ラビスパ裏磐梯（昼食、ベリーダンス鑑賞、温
泉入浴）→村内観光（桧原湖遊覧船、裏磐梯物産館、諸橋
近代美術館）→会津若松市各地（午後５時 30分～６時）
※乗降車場所は年貢町団地、大熊町役場会津若松出張所、
　会津若松駅からお選びください
■代金
　１人 1,000 円（税込。昼食代、バス代、施設入館料、
遊覧船乗船料、保険料含む）
■対象
　大熊町民とその家族
■募集人数
　40人（最少催行人数 10人、応募多数の場合は抽選）
■申込方法
　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、乗降車場所を記入
し、官製はがきまたはＦＡＸで申し込み。2011年６月に
舞踊団のベリーダンスをご覧になった方は、その旨、記載
してください。
■申込先
　〒 965-0007　会津若松市飯盛三丁目 3-34　アールエ
イチ企画「春の裏磐梯堪能ツアー」係
FAX　0242-28-5667
■募集期間
　４月１日（月）～ 10日（水）
※はがきは 10日の消印まで有効
■添乗員
　同行しません。北塩原村役場スタッフが同乗してご案内
します。
問北塩原村役場　総務企画課　企画室
☎ 0241-23-3112

おおちゃん

教えて　　　放射性物質

　放射線は目で確認することができません。放
射線が色付きで見られるメガネがあれば、私た
ちの不安も減るのではないのでしょうか？

問大熊町役場　環境対策課

放射線を
「見える化」したい48

　下の写真は、ガンマカメラと呼ばれる特殊な装
置で大川原のある場所を撮影したものです。赤い
部分が周辺より放射線量率が高い場所です。しか
し、この装置には大きな弱点があります。もとも
と、ガンマカメラは原発構内など放射線量率が高
いところでの使用を想定しており、除染が完了し
た大川原のような場所では、測定に時間がかかる
のです。

　赤い部分は周辺との比較で線量率が高いことを
意味していますが、必ずしも危険な数値とは限り
ません。

　時間をかけずに放射線を「見える化」する方法
は、ほかにもあります。
　この写真は、大川原連絡事務所の線量率を見え
る化したものです。
　これは特殊な測定器とGPS を連動させ、連続
的に線量率を測定したものをGPS に連動させて
表示したものです。「点」を集めて「面」として
の測定結果を求めるイメージです。
　面的な測定では、ホットスポットの見落としを
減らすことができます。今年度、実際に大川原や
中屋敷の宅地 80か所で測定を行いました。
　今後も、これらの方法を駆使して「見える化」
に挑戦し、お伝えしていきます。
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お　らせ知

＜町内の灯油回収＞
　ご家庭に残置されている灯油等の回収を受け付けていま
す。回収を希望される方はお申し込みください。
※回収は環境省、受付は東京電力ホールディングスが行っ
　ています
■回収の対象となるもの
　すべての石油類および塗料等（ポリタンク、オイル缶等
は容器ごと回収します）
■回収できないもの
　汚染度の高い灯油容器等、ホームタンク、暖房器具、車
両、農機具等の廃油
■お申し込み先
　東京電力ホールディングス　福島復興本社大熊町グループ
☎ 080-6842-2349（平日午前９時～午後５時）

＜被災家屋の損壊調査＞
　り災証明書の発行を希望される方は、家屋を取り壊す前
に必ず被災家屋の損壊調査（家屋調査）が必要です。取り
壊した後では調査ができなくなります。まだ申し込みされ
ていない方はご連絡ください。
問大熊町役場いわき出張所　税務課

＜除染と中間貯蔵施設の全般に関するお問い合わせ＞
　環境省では、除染と中間貯蔵施設に関するお問い合わせ
を受け付ける総合窓口を設置しています。
問除染と中間貯蔵施設に関するお問い合わせ窓口
☎ 0120-027-582
　（日祝日を除く午前９時30分～午後６時15分）

＜片付けごみの回収＞
・ごみステーション回収
　大熊町全域のごみステーションに出された片付けごみを
回収しています。
・個別回収
　除染実施区域（中屋敷、大川原）および特定復興再生拠
点区域内に住居がある方については、粗大ごみ等の個別回
収や東京電力による片付けサポート等も実施しています。
片付けのためのフレコンバッグが必要な際は、お申し込み
ください。
■お申し込み先
　大熊町片付けごみサポートセンター☎0120-50-8832
問福島地方環境事務所 浜通り南支所（廃棄物担当）
☎0240-25-8993

＜被災家屋の解体申請受付窓口＞
　環境省では、除染実施区域（中屋敷、大川原）および特
定復興再生拠点区域内の被災家屋等の解体申請を受け付
けています。解体を希望する際は、必要書類等の確認のた
め、事前に次の窓口までお問い合わせください。
場　大熊町役場いわき出張所　 駐車場スペース内
時　平日午前８時30分～午後５時15分
問　環境省業務受注業者
　（受注者が決まり次第、お知らせします） 
☎ 0120-700-908

各種お問い合わせ先のご案内

　新入学（園）児童・園児の
　交通事故防止運動
　４月６日（土）から４月 12日（金）までの１週間、「新
入学（園）児童・園児の交通事故防止運動」を実施します。
家庭、学校、地域が一体となり、新入学児童や園児の交通
事故を防止しましょう。

■運動スローガン
　歩行者を　守る気づかい　思いやり
■年間スローガン
　みんながね　ルールを守れば　ほら笑顔
■運動の重点
・新入学（園）児童・園児の交通事故防止
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
　着用の徹底
・道路横断中の交通事故防止とゆずりあい運転の実践　　
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

夜光反射材を付
けましょう

　お引っ越しされた方は
　町役場にもお知らせください
　町役場に届け出ていた避難先が変わったら、新しい避難
先をお知らせください。届け出は会津若松出張所住民課、
いわき出張所、中通り連絡事務所の各窓口で受け付けてい
ます。手軽にできる郵送や電話での届け出も受け付けてい
ます。
■郵送の場合
　役場にある「避難住民届」を記入して送るか、次の項目
を記載したメモを送ってください。
①記入者氏名②大熊町の住所③対象者の氏名、生年月日
④避難先住所⑤避難先の滞在開始日（住み始めた日）
⑥電話番号・所有者名⑦広報の送付を希望するかどうか
■電話の場合
　会津若松出張所住民課までお電話ください。
問大熊町役場会津若松出張所　住民課　避難者名簿係

＜仮設住宅や借上げ住宅を退去する方は…＞

　なお、仮設住宅、借上げ住宅を退去する場合には、「仮
設住宅等使用終了届」を提出してください。
問大熊町役場会津若松出張所　生活支援課　
　大熊町役場いわき出張所　生活支援係

町民掲示板 各地のコミュニティ団体や行政区、同級会などの案内です

団体名 拠点 代表 お問い合わせ先

県内

　大熊町いわき会 いわき市 伊藤　憲顕 　090-9746-6419
　おおくまいわき友の会 いわき市 池田　義明 　090-3643-2967
　大熊町山田会 いわき市南部 三瓶　道教 　090-2958-4174
　ふるさとおおくま会 浜通り南部 石橋　英雄 　090-2270-8138
　すまいるサロン いわき市 熊谷美香子 　080-1830-5567（小林和子）
　古滝屋温泉日帰りお茶会 いわき市 市川　スミ 　080-6007-6824
　おおくままち北浜グループ 浜通り北部 小林　五藏 　080-1814-9819
　おおくま町会津会 会津若松市 浅野　　孝 　090-7078-2327（山本三起子）
　ママだってやってみ隊 会津若松市 三瓶　美和 　090-6259-7933（阿部智英子）
　もみの木 白河市 深代　賢治 　090-9531-1595
　こらんしょ大熊 県北地方 菅野　充史 　090-2361-7451（泉広隆）
　大熊町の明日を考える会 県中地方 太田　文代 　080-1808-8333
　おおくま中通り会 中通り 斎藤　重征 　090-8423-6515

県外

　茨城おおくま友の会 茨城県内 玉澤　優子 　090-3754-7849
　積小為大の会 茨城県内 浅野　秀蔵 　080-1657-7286
　スイートめろん 茨城県南部 梶原美智雄 　080-5229-2006（星川美智子）
　栃木おおくまの会 栃木県内 松本　光清 　090-5838-1258（武内都）
　埼玉・おおくま友の会 埼玉県内 倉嶋　要三 　090-7934-8508
　ひまわりサロン 埼玉県川口市 島田由紀子 　080-5431-0123
　フレンドリー東北 仙台市 木幡　伸夫 　090-4314-8444

すまいるサロン
時４月22日（月）午前10時～午後３時
場大熊町役場いわき出張所　２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
☎ 080-1830-5567（小林）

熊川区
　平成 30年度総会を開催します。終了後に宿泊による懇
親会も開きます。家族の参加も可能ですので、多数のご参
加をお待ちしています
内総会（平成 30年度決算報告、おおくま絆事業補助金報
　告、賠償・補償の報告、その他）
時５月11日（土）～ 12日（日）
　午後３時～総会、午後６時～懇親会
場ホテル美里（いわき市常磐湯本町吹谷 57-2）
☎ 090-8251-4667（区長・宇佐見）

野馬形区
　平成31年度総会・懇親会を開催します。出欠は郵送す
るはがきでご連絡ください。多くの皆さん、ご家族おそろ
いでのご参加をお待ちしています。
時６月２日（日）～３日（月）※日帰りも可
　午後４時30分～総会、午後６時～写真撮影と懇親会
場五浦観光ホテル別館大観荘（北茨城市大津町722）
費郵送した案内に記載
期５月20日（月）消印有効
※交通費補助あり。はがきは４月中旬までに送ります。届
　かない方はご連絡ください
☎ 090-3598-8700（区長・土屋繁男）

下野上２区
＜総会・親睦会＞
　震災から 8年の歳月が過ぎましたが、皆さまいかがお
過ごしでしょうか。総会と親睦会を開催します。
時 4 月20日（土）～ 21日（日）
　午後 3時～集合、3時 30分～総会、6時～親睦会
場　いわき湯本温泉　吹の湯（いわき市常磐湯本町吹谷 48）
費　町行政区絆維持補助金を活用します。一世帯何名でも
　　ご参加ください。
☎ 090-9632-1619（小泉昌弘）
＜パークゴルフ＞
　冬の運動不足を解消するため、パークゴルフを企画しま
した。初心者でも大丈夫です。
時 4 月20日（土）　午前 9時 30分集合、10時スタート
場　広野町二ツ沼総合公園パークゴルフ場
　（広野町下北迫字大谷地原 65-3）
費　町行政区絆維持補助金を活用します。一世帯何名でも
　　ご参加ください。
申　郵送したはがきを返送してください
※昼食は準備します
☎ 090-9632-1619（小泉昌弘）

昭和37年度卒　大野中学校同級会
時５月19日（日）午後 4時受付、午後 6時開会
場ホテルエピナール那須（栃木県那須町高久丙１）
費 20,000 円　期４月20日（土）までに返信はがきで
☎ 090-7079-1492（鈴木章一）
☎ 090-2364-5981（武内弘）
☎ 090-3121-0381（林洋一）

積小為大の会
内花見（桜の名所または植物園）
時４月14日（日）午前11時～午後２時
場　水戸市内で検討中
☎ 080-1657-7286（浅野）

内内容 時日時 場会場 対対象 費費用 持持ち物 定定員 申申し込み方法 期申し込み期限 
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町民掲示板 各地のコミュニティ団体や行政区、同級会などの案内です

団体名 拠点 代表 お問い合わせ先

県内

　大熊町いわき会 いわき市 伊藤　憲顕 　090-9746-6419
　おおくまいわき友の会 いわき市 池田　義明 　090-3643-2967
　大熊町山田会 いわき市南部 三瓶　道教 　090-2958-4174
　ふるさとおおくま会 浜通り南部 石橋　英雄 　090-2270-8138
　すまいるサロン いわき市 熊谷美香子 　080-1830-5567（小林和子）
　古滝屋温泉日帰りお茶会 いわき市 市川　スミ 　080-6007-6824
　おおくままち北浜グループ 浜通り北部 小林　五藏 　080-1814-9819
　おおくま町会津会 会津若松市 浅野　　孝 　090-7078-2327（山本三起子）
　ママだってやってみ隊 会津若松市 三瓶　美和 　090-6259-7933（阿部智英子）
　もみの木 白河市 深代　賢治 　090-9531-1595
　こらんしょ大熊 県北地方 菅野　充史 　090-2361-7451（泉広隆）
　大熊町の明日を考える会 県中地方 太田　文代 　080-1808-8333
　おおくま中通り会 中通り 斎藤　重征 　090-8423-6515

県外

　茨城おおくま友の会 茨城県内 玉澤　優子 　090-3754-7849
　積小為大の会 茨城県内 浅野　秀蔵 　080-1657-7286
　スイートめろん 茨城県南部 梶原美智雄 　080-5229-2006（星川美智子）
　栃木おおくまの会 栃木県内 松本　光清 　090-5838-1258（武内都）
　埼玉・おおくま友の会 埼玉県内 倉嶋　要三 　090-7934-8508
　ひまわりサロン 埼玉県川口市 島田由紀子 　080-5431-0123
　フレンドリー東北 仙台市 木幡　伸夫 　090-4314-8444

すまいるサロン
時４月22日（月）午前10時～午後３時
場大熊町役場いわき出張所　２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
☎ 080-1830-5567（小林）

熊川区
　平成 30年度総会を開催します。終了後に宿泊による懇
親会も開きます。家族の参加も可能ですので、多数のご参
加をお待ちしています
内総会（平成 30年度決算報告、おおくま絆事業補助金報
　告、賠償・補償の報告、その他）
時５月11日（土）～ 12日（日）
　午後３時～総会、午後６時～懇親会
場ホテル美里（いわき市常磐湯本町吹谷 57-2）
☎ 090-8251-4667（区長・宇佐見）

野馬形区
　平成31年度総会・懇親会を開催します。出欠は郵送す
るはがきでご連絡ください。多くの皆さん、ご家族おそろ
いでのご参加をお待ちしています。
時６月２日（日）～３日（月）※日帰りも可
　午後４時30分～総会、午後６時～写真撮影と懇親会
場五浦観光ホテル別館大観荘（北茨城市大津町722）
費郵送した案内に記載
期５月20日（月）消印有効
※交通費補助あり。はがきは４月中旬までに送ります。届
　かない方はご連絡ください
☎ 090-3598-8700（区長・土屋繁男）

下野上２区
＜総会・親睦会＞
　震災から 8年の歳月が過ぎましたが、皆さまいかがお
過ごしでしょうか。総会と親睦会を開催します。
時 4 月20日（土）～ 21日（日）
　午後 3時～集合、3時 30分～総会、6時～親睦会
場　いわき湯本温泉　吹の湯（いわき市常磐湯本町吹谷 48）
費　町行政区絆維持補助金を活用します。一世帯何名でも
　　ご参加ください。
☎ 090-9632-1619（小泉昌弘）
＜パークゴルフ＞
　冬の運動不足を解消するため、パークゴルフを企画しま
した。初心者でも大丈夫です。
時 4 月20日（土）　午前 9時 30分集合、10時スタート
場　広野町二ツ沼総合公園パークゴルフ場
　（広野町下北迫字大谷地原 65-3）
費　町行政区絆維持補助金を活用します。一世帯何名でも
　　ご参加ください。
申　郵送したはがきを返送してください
※昼食は準備します
☎ 090-9632-1619（小泉昌弘）

昭和37年度卒　大野中学校同級会
時５月19日（日）午後 4時受付、午後 6時開会
場ホテルエピナール那須（栃木県那須町高久丙１）
費 20,000 円　期４月20日（土）までに返信はがきで
☎ 090-7079-1492（鈴木章一）
☎ 090-2364-5981（武内弘）
☎ 090-3121-0381（林洋一）

積小為大の会
内花見（桜の名所または植物園）
時４月14日（日）午前11時～午後２時
場　水戸市内で検討中
☎ 080-1657-7286（浅野）
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おおちゃん
教えて　　　ヘルシーライフ

大熊町総合健診の結果から、昨年よりさらに町の健康課題が詳しく分かってきました。

対策は？
①日常生活の活動量増加
　と運動習慣をつくる
②間食や塩分に気をつけ
　る
③休養（睡眠・ストレス
　対処）を大切にする

次号からは、皆さんの実生
活に生かせるような具体的
な方法をお知らせしていき
ます。

☆お楽しみに☆

大熊町民の健康課題 TOP３

★テレビを見ながら

つらくない すぐできる 簡単

★ゴロゴロしながら

ながら
4 4 4

運動

オクラを茹でるだけの簡単減脂（ヘルシー）料理。ごま
たっぷりでおいしさアップ。
（１人分 50キロカロリー）

♠オクラと長芋のごま酢

●● 材料（２人分）●●

★オクラ　　　　…80ｇ
★長芋　　　　　…40ｇ
★酢　　　　　　…小さじ２
★砂糖　　　　　…小さじ１
★白すりごま　　…大さじ２

●● つくり方 ●●

①沸騰したお湯でオクラを
さっとゆでて、水でさらし水
気を切って斜め切りにする
②長芋は 4㎝長さの短冊切り
にする
③酢、砂糖、白すりごまで和
える

管理栄養士のおススメレシピ

かかとで数字を描く
片方の足を伸ばし、かかと
で空中に「1」から順に数
字を書きます。「10」まで
を目標に♪息は止めずに無
理せずに。おへその辺りに
力を入れながら行いましょ
う。

かかとでお尻トントン
うつ伏せになってひざを軽
く曲げ、トントンとかかと
でお尻を叩きます。目安
は 20回。かかとがお尻に
つかなくてもOK ！腰を
そらさないように注意しま
しょう。

・中でも「LDL（悪玉）コレステロール」が高い人が多くいました。
→血管の壁を厚くさせ血の巡りを悪くし、血管を詰まらせる要因に
なります。

・中でも「HbA1c（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝｴｰﾜﾝｼｰ）」が高い人が多くいました。
→日常的に血糖値が高い状態。免疫力を低下させたり、血管を硬く
し老化を進めます。

・中でも収縮期（上の）血圧が高い人が多くいました。
→血管に強い圧力がかかっている状態。血管にダメージを与え、心
疾患や脳卒中の引き金になります。

１位　脂質

２位　 糖

３位　血圧

すこやかライフ
問　大熊町役場いわき出張所 健康介護課 保健衛生係・包括支援係

　子育てひろば
内自由遊び、身長体重測定、食事や育児の個別相談
時４月９日（火）、23日（火）午前９時30分～ 11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階　申不要
対未就学児と保護者（祖父母も可）持飲み物、おむつ
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

　出前！健幸講座 in 梨の実サロン
内自分のカラダを知ろう！体脂肪・体内年齢測定
時４月 17日（水）午前10時～ 11時30分
場梨の実サロン平　対どなたでも　申不要　
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

　教室に参加する前と参加した後では認知力・体力測定と
もに向上した結果が出ています。皆さんもぜひご参加くだ
さい。（グラフは 2018 年度脳力アップ教室参加者の体力
測定、認知力測定結果）

★高齢者に関する困りごとは、町地域包括支援センターへ
　ご連絡ください
★母子手帳をもらった県外在住の妊婦さんに、町から送る
　ものがありますので、健康介護課へ連絡ください。

★シナプソロジーは脳を活性化するプログラムです

★音楽に合わせた体操は有酸素運動です

★体力が向上した人の割合

★認知力が向上した人の割合

★ストレッチでリフレッシュ

　町では、町民の皆さんの各種健診に関する希望を
把握するため、20歳以上の方を対象とした意向調
査を、今月上旬に発送します。今年度は大熊町での
開催も検討しています。受診を希望する、しないに
関わらず、４月19日（金）までにご返送ください。
　健診は、一人一人が自分の健康状態を把握し、生
活習慣病の予防や疾病の早期発見、早期治療につな
げるためのものです。一年に一度は必ず受診しま
しょう。
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課

総合健診に関する意向調査に
ご回答ください

　 脳力アップ教室（いわき）
　認知症予防のため、頭と体を動かしながら脳を活性化
させる教室です。4月～ 9月まで月 2回の12回コースで
行います。運動が苦手な方でも大丈夫。男女問わず、ご参
加ください！
内シナプソロジー、ストレッチ、音楽に合わせた体操
時４月８日（月）、22日（月）午前10時～正午
場小名浜公民館　３階視聴覚室
対　60歳以上（３月末時点の年齢）定先着25人　
持動きやすい服装、下履き、 飲み物　申電話で前日までに
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係

保健センター 地域包括支援センター

0 20 40 60 80 100
(%)

56%

62%

84%

67%握力

開眼片足立ち

5m を急いで歩く時間

5m を普通に歩く時間

長期記憶

記憶を思い出して書く能力

計画を立てて作業する能力

短期記憶

0 20 40 60 80 100

62%

45%

62%

78%

(%)

この用紙が届くよ
４月19日までに
回答してネ

内内容 時日時 場会場 対対象 費費用 持持ち物 定定員 申申し込み方法 期申し込み期限 
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すこやかライフ
問　大熊町役場いわき出張所 健康介護課 保健衛生係・包括支援係

　子育てひろば
内自由遊び、身長体重測定、食事や育児の個別相談
時４月９日（火）、23日（火）午前９時30分～ 11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階　申不要
対未就学児と保護者（祖父母も可）持飲み物、おむつ
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

　出前！健幸講座 in 梨の実サロン
内自分のカラダを知ろう！体脂肪・体内年齢測定
時４月 17日（水）午前10時～ 11時30分
場梨の実サロン平　対どなたでも　申不要　
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

　教室に参加する前と参加した後では認知力・体力測定と
もに向上した結果が出ています。皆さんもぜひご参加くだ
さい。（グラフは 2018 年度脳力アップ教室参加者の体力
測定、認知力測定結果）

★高齢者に関する困りごとは、町地域包括支援センターへ
　ご連絡ください
★母子手帳をもらった県外在住の妊婦さんに、町から送る
　ものがありますので、健康介護課へ連絡ください。

★シナプソロジーは脳を活性化するプログラムです

★音楽に合わせた体操は有酸素運動です

★体力が向上した人の割合

★認知力が向上した人の割合

★ストレッチでリフレッシュ

　町では、町民の皆さんの各種健診に関する希望を
把握するため、20歳以上の方を対象とした意向調
査を、今月上旬に発送します。今年度は大熊町での
開催も検討しています。受診を希望する、しないに
関わらず、４月19日（金）までにご返送ください。
　健診は、一人一人が自分の健康状態を把握し、生
活習慣病の予防や疾病の早期発見、早期治療につな
げるためのものです。一年に一度は必ず受診しま
しょう。
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課

総合健診に関する意向調査に
ご回答ください

　 脳力アップ教室（いわき）
　認知症予防のため、頭と体を動かしながら脳を活性化
させる教室です。4月～ 9月まで月 2回の12回コースで
行います。運動が苦手な方でも大丈夫。男女問わず、ご参
加ください！
内シナプソロジー、ストレッチ、音楽に合わせた体操
時４月８日（月）、22日（月）午前10時～正午
場小名浜公民館　３階視聴覚室
対　60歳以上（３月末時点の年齢）定先着25人　
持動きやすい服装、下履き、 飲み物　申電話で前日までに
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係

保健センター 地域包括支援センター
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(%)

56%

62%

84%

67%握力

開眼片足立ち

5m を急いで歩く時間

5m を普通に歩く時間

長期記憶

記憶を思い出して書く能力

計画を立てて作業する能力

短期記憶
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62%

45%

62%

78%
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この用紙が届くよ
４月19日までに
回答してネ

23 広報おおくま　2019.4.1



副
町
長
室
か
ら　
　
　
　

石
田
　
仁

　

暖
冬
の
影
響
で
桜
前
線
も
北
上
し
、
間
も
な
く
福
島
県
で

も
桜
が
開
花
し
そ
う
で
す
。
新
し
い
元
号
も
発
表
さ
れ
、
改

元
ま
で
あ
と
ひ
と
月
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
は
連
休
明
け

に
役
場
庁
舎
が
業
務
を
開
始
し
、
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
も

６
月
に
迫
り
ま
し
た
。

　

平
成
を
顧
み
ま
す
と
、
ア
フ
リ
カ
の
内
戦
や
９
・
11
以
降

の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
リ
ビ
ア
内
戦
、
シ
リ
ア

内
戦
、
Ｉ
Ｓ
と
の
闘
い
な
ど
依
然
と
し
て
戦
争
や
テ
ロ
が
絶

え
な
い
状
況
で
す
。
一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
天
皇
陛
下
の

お
言
葉
の
通
り
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
の
時
代
、
太
平
洋
戦
争
で
日
本
人
は
軍
人
が
２
３
０
万

人
、
一
般
人
が
80
万
人
死
亡
し
ま
し
た
。
私
の
父
親
や
叔
父

た
ち
は
、
敗
戦
後
の
部
隊
解
散
に
よ
り
復
員
し
て
い
ま
す
。

　

戦
地
か
ら
の
帰
還
者
は
、
亡
く
な
っ
た
戦
友
に
対
し
て
の

責
任
と
国
の
復
興
を
願
い
、
生
き
残
っ
た
国
民
と
と
も
に
懸

命
に
働
い
て
日
本
の
復
興
を
な
し
終
え
、
現
在
の
私
た
ち
の

社
会
の
礎
を
作
り
ま
し
た
。そ
の
先
人
の
尽
力
の
お
か
げ
で
、

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
戦
後
70
有
余
年
、
平

和
な
時
代
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
春
、
８
年
の
長
き
避
難
生
活
を
経
て
、
一
部

で
は
あ
り
ま
す
が
よ
う
や
く
帰
還
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
町
を
築
い
て
き
た
先
人
に
思
い
を
馳
せ
、３
・

11
以
後
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
な
が
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踏
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先人を思い

新年度を迎え、広報おおくまは紙面をリニューアルしました。
主な変更点は次のとおりです。今後とも、よろしくお願いします。

★表紙のデザイン変更
　…より見やすく、親しみやすい字体を使用しています
★お知らせ面をスッキリと
　…重要なお知らせは大きく、一般のお知らせも見やすく掲載します
★新コーナー「すこやかライフ」
　…これまでそれぞれ別に掲載していた「ほけんだより」「こちら包括です！」
　　「教えておおちゃんヘルシーライフ」を一つにまとめました
★「町民掲示板」を充実
　…より多くの情報をお伝えできるよう構成を変更しました
★最終面に新連載「書庫から一枚」
　…震災で散乱し、撮影日などが分からなくなった町所有の写真を、毎月１枚
　　ずつ紹介します

広報おおくま

紙面リニューアルしました

おおくままちづくり公社
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43　大熊町役場いわき出張所内　☎0246-85-5237
梨の実サロン平
〒 970-8026　いわき市平字新田前 6-10　☎0246-38-3236
大熊町社会福祉協議会
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43　大熊町役場いわき出張所内　☎0246-38-8938
大熊町商工会
〒 970-1152　いわき市好間町中好間字上川原 36-1　☎0246-85-5103　

会津若松出張所　〒965-0873　会津若松市追手町 2-41
　（総務課、企画調整課、住民課、福祉課、生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）
　☎ 0120-26-3844（フリーダイヤル）
いわき出張所　〒970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事業課、生活支援係、庶務係、税務課）
　☎ 0120-26-5671（フリーダイヤル）
中通り連絡事務所　〒963-8035　郡山市希望ケ丘11-10
　☎ 0120-24-1013（フリーダイヤル）
大川原連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字南平 1138-2
　☎ 0120-23-1095（フリーダイヤル）
現地連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字手の倉125　坂下ダム管理事務所内
　☎ 0240-32-2318
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大熊町役場

関連施設

大熊町役場旧庁舎の書庫に保管されている写真は、震災で散乱し、撮影日や撮影趣旨が分からなくなった
ものが数多くあります。誰かの思い出のワンシーンかもしれない一枚を紹介します。この写真について、
何かご存じの方、情報をお寄せください。　　　　  　問大熊町役場会津若松出張所　総務課　秘書広聴係

書庫から一枚

★撮影年月日
…不明
★撮影場所
…ＪＲ大野駅
★その他
…かなり大勢の方たちが電車
を待っているようです。駅舎
は昔の木造です。手前に白い
布を敷いたテーブルがありま
す。人々の背後に古い電車が
わずかに見えます。　

1

町の名所や祭り、特産品、イベントなどを題材にした「おおくま・おらほのカルタ」が完成しました（記事10ページ）

おおくま
思いが夢になる。希望が町になる。

広報 
福島県大熊町 № 561

2019
4

大
熊
の
カ
ル
タ
が
で
き
ま
し
た

2019 年度施政方針と予算特集

●町民避難先 （2019 年３月１日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 1 福島市 206
不明 0 会津若松市 782
北海道 34 郡山市 1,073
青森県 19 いわき市 4,650
岩手県 2 白河市 64
宮城県 195 須賀川市 98
秋田県 22 喜多方市 40
山形県 42 相馬市 100
福島県 7,867 二本松市 31
茨城県 478 田村市 62
栃木県 201 南相馬市 281
群馬県 82 伊達市 6
埼玉県 360 本宮市 44
千葉県 263 桑折町 5
東京都 255 国見町 2
神奈川県 173 川俣町 0
新潟県 184 大玉村 42
富山県 6 鏡石町 11
石川県 12 天栄村 0
福井県 8 下郷町 0
山梨県 6 檜枝岐村 0
長野県 10 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 3
静岡県 16 北塩原村 1
愛知県 6 西会津町 1
三重県 5 磐梯町 7
滋賀県 0 猪苗代町 9
京都府 7 会津坂下町 17
大阪府 20 湯川村 3
兵庫県 6 柳津町 0
奈良県 0 三島町 0
和歌山県 4 金山町 1
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 0 会津美里町 21
岡山県 3 西郷村 19
広島県 1 泉崎村 16
山口県 2 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 17
香川県 0 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 0
福岡県 22 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 3
長崎県 2 玉川村 2
熊本県 0 平田村 0
大分県 10 浅川町 7
宮崎県 24 古殿町 7
鹿児島県 1 三春町 65
沖縄県 8 小野町 9

計 10,367 広野町 69
  楢葉町 30
  富岡町 12
●人口および世帯 川内村 11
2011年３月11日時点 大熊町 0
11,505人 4,235世帯 双葉町 0
2019年２月28日現在 浪江町 6
人口 10,367 葛尾村 2
増減 △ 1,138 新地町 31
世帯数 3,799 飯舘村 0
増減 △ 436 計 7,867

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所
杤久保博幸 東　　平 蛭　田　麻　美 いわき市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所
吉　田　定　仁 66 歳 金 谷 平
會　田　秀　子 93 歳 清　　水
長 谷 川 登 68 歳 原
鈴木トミコ 83 歳 清　　水
鈴 木 義 子 74 歳 大　　野
渡 邊 良 子 93 歳 大　野
田中由香子 36 歳 大 野
青 田 節 子 88 歳 滑 津
大和田健治 60 歳 高 平

※ 2019 年２月

　
― 

編
集
後
記 

―

　

４
月
は
毎
年
、
新
年
度
の
施
政

方
針
と
当
初
予
算
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
硬
い
イ
メ
ー
ジ

で
と
っ
つ
き
に
く
く
、
ど
う
し
た

ら
読
み
や
す
く
で
き
る
か
、
毎
年

苦
心
し
ま
す
。
せ
め
て
関
心
の
あ

る
テ
ー
マ
に
た
ど
り
着
き
や
す
い

紙
面
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。
す
べ
て
読
も
う
と
な
さ
ら
ず

に
、
興
味
を
引
い
た
部
分
か
ら
目

を
通
し
て
ほ
し
い
で
す
。
町
が
今

後
１
年
間
で
取
り
組
む
こ
と
を
少

し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
（
村
井
）

大熊町公式サイト
おおくまアプリ

サポートセンター

☎ 0120-090-215

（フリーダイヤル）

大熊町公式Facebook

「おおくま広報室」
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先人を思い

新年度を迎え、広報おおくまは紙面をリニューアルしました。
主な変更点は次のとおりです。今後とも、よろしくお願いします。

★表紙のデザイン変更
　…より見やすく、親しみやすい字体を使用しています
★お知らせ面をスッキリと
　…重要なお知らせは大きく、一般のお知らせも見やすく掲載します
★新コーナー「すこやかライフ」
　…これまでそれぞれ別に掲載していた「ほけんだより」「こちら包括です！」
　　「教えておおちゃんヘルシーライフ」を一つにまとめました
★「町民掲示板」を充実
　…より多くの情報をお伝えできるよう構成を変更しました
★最終面に新連載「書庫から一枚」
　…震災で散乱し、撮影日などが分からなくなった町所有の写真を、毎月１枚
　　ずつ紹介します

広報おおくま

紙面リニューアルしました

おおくままちづくり公社
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43　大熊町役場いわき出張所内　☎0246-85-5237
梨の実サロン平
〒 970-8026　いわき市平字新田前 6-10　☎0246-38-3236
大熊町社会福祉協議会
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43　大熊町役場いわき出張所内　☎0246-38-8938
大熊町商工会
〒 970-1152　いわき市好間町中好間字上川原 36-1　☎0246-85-5103　

会津若松出張所　〒965-0873　会津若松市追手町 2-41
　（総務課、企画調整課、住民課、福祉課、生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）
　☎ 0120-26-3844（フリーダイヤル）
いわき出張所　〒970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事業課、生活支援係、庶務係、税務課）
　☎ 0120-26-5671（フリーダイヤル）
中通り連絡事務所　〒963-8035　郡山市希望ケ丘11-10
　☎ 0120-24-1013（フリーダイヤル）
大川原連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字南平 1138-2
　☎ 0120-23-1095（フリーダイヤル）
現地連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字手の倉125　坂下ダム管理事務所内
　☎ 0240-32-2318

２
０
１
９
年
４
月
１
日
号
　
第
５
６
１
号

発
行
・
大
熊
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
聴
係

広
報
お
お
く
ま

大熊町役場

関連施設

大熊町役場旧庁舎の書庫に保管されている写真は、震災で散乱し、撮影日や撮影趣旨が分からなくなった
ものが数多くあります。誰かの思い出のワンシーンかもしれない一枚を紹介します。この写真について、
何かご存じの方、情報をお寄せください。　　　　  　問大熊町役場会津若松出張所　総務課　秘書広聴係

書庫から一枚

★撮影年月日
…不明
★撮影場所
…ＪＲ大野駅
★その他
…かなり大勢の方たちが電車
を待っているようです。駅舎
は昔の木造です。手前に白い
布を敷いたテーブルがありま
す。人々の背後に古い電車が
わずかに見えます。　

1

町の名所や祭り、特産品、イベントなどを題材にした「おおくま・おらほのカルタ」が完成しました（記事10ページ）

おおくま
思いが夢になる。希望が町になる。

広報 
福島県大熊町 № 561

2019
4

大
熊
の
カ
ル
タ
が
で
き
ま
し
た

2019 年度施政方針と予算特集

●町民避難先 （2019 年３月１日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 1 福島市 206
不明 0 会津若松市 782
北海道 34 郡山市 1,073
青森県 19 いわき市 4,650
岩手県 2 白河市 64
宮城県 195 須賀川市 98
秋田県 22 喜多方市 40
山形県 42 相馬市 100
福島県 7,867 二本松市 31
茨城県 478 田村市 62
栃木県 201 南相馬市 281
群馬県 82 伊達市 6
埼玉県 360 本宮市 44
千葉県 263 桑折町 5
東京都 255 国見町 2
神奈川県 173 川俣町 0
新潟県 184 大玉村 42
富山県 6 鏡石町 11
石川県 12 天栄村 0
福井県 8 下郷町 0
山梨県 6 檜枝岐村 0
長野県 10 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 3
静岡県 16 北塩原村 1
愛知県 6 西会津町 1
三重県 5 磐梯町 7
滋賀県 0 猪苗代町 9
京都府 7 会津坂下町 17
大阪府 20 湯川村 3
兵庫県 6 柳津町 0
奈良県 0 三島町 0
和歌山県 4 金山町 1
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 0 会津美里町 21
岡山県 3 西郷村 19
広島県 1 泉崎村 16
山口県 2 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 17
香川県 0 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 0
福岡県 22 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 3
長崎県 2 玉川村 2
熊本県 0 平田村 0
大分県 10 浅川町 7
宮崎県 24 古殿町 7
鹿児島県 1 三春町 65
沖縄県 8 小野町 9

計 10,367 広野町 69
  楢葉町 30
  富岡町 12
●人口および世帯 川内村 11
2011年３月11日時点 大熊町 0
11,505人 4,235世帯 双葉町 0
2019年２月28日現在 浪江町 6
人口 10,367 葛尾村 2
増減 △ 1,138 新地町 31
世帯数 3,799 飯舘村 0
増減 △ 436 計 7,867

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所
杤久保博幸 東　　平 蛭　田　麻　美 いわき市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所
吉　田　定　仁 66 歳 金 谷 平
會　田　秀　子 93 歳 清　　水
長 谷 川 登 68 歳 原
鈴木トミコ 83 歳 清　　水
鈴 木 義 子 74 歳 大　　野
渡 邊 良 子 93 歳 大　野
田中由香子 36 歳 大 野
青 田 節 子 88 歳 滑 津
大和田健治 60 歳 高 平

※ 2019 年２月

　
― 

編
集
後
記 

―

　

４
月
は
毎
年
、
新
年
度
の
施
政

方
針
と
当
初
予
算
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
硬
い
イ
メ
ー
ジ

で
と
っ
つ
き
に
く
く
、
ど
う
し
た

ら
読
み
や
す
く
で
き
る
か
、
毎
年

苦
心
し
ま
す
。
せ
め
て
関
心
の
あ

る
テ
ー
マ
に
た
ど
り
着
き
や
す
い

紙
面
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。
す
べ
て
読
も
う
と
な
さ
ら
ず

に
、
興
味
を
引
い
た
部
分
か
ら
目

を
通
し
て
ほ
し
い
で
す
。
町
が
今

後
１
年
間
で
取
り
組
む
こ
と
を
少

し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
（
村
井
）

大熊町公式サイト
おおくまアプリ

サポートセンター

☎ 0120-090-215

（フリーダイヤル）

大熊町公式Facebook

「おおくま広報室」
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問 大熊町役場会津若松出張所　総務課秘書広聴係

　ふるさとに対する想いや避難生活で感じていることな

ど、届けられた想いを共有し、「おおくま」 と皆さまを 「絆
（きずな）」 でつないでいくことができれば幸いです。
　記者が避難先へ訪問し、 インタビューした内容をもと
に文章を作成します。
　あなたも想いを伝えてみませんか？

　町内で23年間、そば店を経
営していたが、避難生活中に味
覚・嗅覚障害を発症。そば店再
開を断念せざるを得なかった。
　その後に出会った和太鼓に魅
了され、東京都町田市で和太鼓
教室を経営している。

T
タ イ コ ラ ボ
AIKO-LAB町田
住所（レッスン会場）
東京都町田市原町田4-11-14
コロンブスビル6F
電話　080-5953-4027
ホームページ
http://www.taikolab-machida.com

東京都町田市

髙
たかやま

山 恒
つねあき

明さん

　

私
は
29
歳
の
時
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
に
終
止
符
を
打
ち
、
そ
ば
打
ち
職
人
の

道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
そ
ば
の
名
店
で

２
年
ほ
ど
修
業
し
、
１
９
８
９
年
10
月
に

大
熊
町
で「
蕎
麦
切
り 
た
か
山
」を
創
業

し
ま
し
た
。
横
浜
生
ま
れ
で
、
大
熊
町
に

は
何
の
縁
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
妻

の
生
ま
れ
が
小
高
町
だ
っ
た
た
め
福
島

県
浜
通
り
に
は
土
地
勘
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ば
店
を
営
み
な
が
ら
自
然
豊
か
な
場

所
で
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
希
望
に

あ
っ
た
場
所
が
大
熊
町
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
20
年
以
上
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

震
災
が
起
き
た
時
、
私
は
埼
玉
県
大

宮
市
に
い
ま
し
た
。
２
日
後
に
妻
と
連

絡
が
取
れ
、
母
親
と
一
緒
に
三
春
町
の

分
校
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
東
京
に
い
た
長
男
と
一
緒
に

避
難
所
に
向
か
い
、
無
事
に
再
会
で
き

た
の
は
震
災
か
ら
４
日
後
で
し
た
。
そ

の
後
、
埼
玉
県
越
谷
市
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
半
年
ほ
ど

し
て
、
同
じ
越
谷
市
で
無
償
で
マ
ン
シ
ョ

ン
を
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
方
と
出
会

い
ま
し
た
。
話
を
伺
う
と「
出
張
で
長
期

間
使
わ
な
い
の
で
、
好
き
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。
気
の
置
け

な
い
友
人
も
紹
介
し
て
く
れ
、
皆
さ
ん

と
て
も
親
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

見
ず
知
ら
ず
の
私
た
ち
に
、
こ
ん
な
に
温

か
く
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
方
が
い

る
こ
と
に
感
激
し
た
出
来
事
で
す
。

　

避
難
し
て
１
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
味

覚
・
嗅
覚
障
害
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
良
い
医
師

に
巡
り
会
い
、
症
状
は
改
善
し
て
い
ま

す
が
、
当
時
は「
も
う
自
分
の
店
を
持
つ

こ
と
は
で
き
な
い
」と
喪
失
感
に
駆
ら
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
を
打
開
し
よ
う

と
、
妻
と
一
緒
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
経
営
の
展
示
会
で
興
味
を
持
っ
た

の
が
和
太
鼓
教
室
で
し
た
。
後
日
、
改
め

て
妻
と
体
験
教
室
に
参
加
し
た
時
、
無
心

で
太
鼓
を
叩
く
う
ち
に
爽
快
な
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
し
た
。

震
災
後
、
落
ち
込
ん
で
い
た
妻
も
笑
顔
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
て「
和
太
鼓
に
は
人

を
元
気
に
す
る
力
が
あ
る
。
こ
の
元
気
を

多
く
の
人
に
届
け
た
い
」と
和
太
鼓
教
室

の
経
営
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
２
０
１
３
年
５
月
に
開
校
し
、

も
う
す
ぐ
６
年
を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
方

は
老
若
男
女
様
々
で
す
が
、
太
鼓
を
叩
い

て
い
る
時
は
皆
さ
ん
活
き
活
き
と
し
た

表
情
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
娘
も
参
加

し
、
家
族
３
人
で
力
を
合
わ
せ
て
教
室
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

場
所
か
ら
和
太
鼓
を
通
じ
て
元
気
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

絆
きずな
おおくま
ふれあい通信

　大熊町見回り隊の隊員として
設立当初から活動し、自宅のあ
る大川原地区の変化を見守って
いる。　
　自宅で野菜や季節の花々を栽
培する傍ら、町や県の委託を受
け、町内にある実証田やヒマワ
リ畑の管理にも協力している。

茨城県高萩市

新
にいつま

妻 茂
しげる

さん

　

大
熊
町
見
回
り
隊
の
仕
事
に
は
、
設

立
当
初
の
2
0
1
2
年
12
月
か
ら
携
わ

り
、
現
在
ま
で
6
年
以
上
に
わ
た
っ
て

続
け
て
い
ま
す
。
自
分
の
ふ
る
さ
と
が

気
が
か
り
だ
っ
た
と
い
う
の
が
始
め
た

き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に

大
川
原
地
区
の
先
行
除
染
も
始
ま
っ
て

い
た
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら

そ
の
様
子
を
自
分
の
目
で
見
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
始
め
た
当
初

は
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
が
荒
れ
放
題
で

「
こ
れ
は
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
」と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
２
、３
年
で
大
川
原
地
区

は
見
違
え
る
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

自
宅
の
前
に
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

が
広
が
り
、
す
ぐ
近
く
に
は
植
物
工
場

が
出
来
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
役

場
新
庁
舎
や
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
も

間
近
に
控
え
、
帰
還
に
向
け
た
動
き
が

少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

見
回
り
隊
の
仕
事
以
外
で
も
、
月
に

10
日
ほ
ど
大
熊
町
の
自
宅
に
通
っ
て
い

ま
す
。
自
宅
の
片
付
け
や
野
菜
の
栽

培
、
花
壇
の
整
備
な
ど
、
や
り
始
め
る

と
仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
自

宅
で
の
作
業
の
他
、
町
が
主
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
る
実
証
田
や
試
験
ほ
場
の

維
持
管
理
を
町
の
産
業
建
設
課
の
職
員

と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
去
年

か
ら
は「
大
熊
町
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
の
維
持
管
理
も

手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
る
こ

と
が
多
く
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
体
が
健
康
な
う
ち
は
な
ん
で
も

協
力
し
た
い
で
す
。
そ
れ
が
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
大
熊
町
へ
の
恩
返
し
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
避
難
生
活
を
通
し
て
、
私
が

大
切
に
し
て
き
た
の
は
感
謝
を
伝
え
る

気
持
ち
で
す
。地
震
が
起
き
た
次
の
日
、

私
は
家
族
と
共
に
田
村
市
の
体
育
館
へ

避
難
し
ま
し
た
。
地
震
の
直
後
で
頭
が

混
乱
し
て
い
ま
し
た
が「
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
や
ろ
う
」と
ト
イ
レ
掃
除
や

ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。４
月
に
な
り
、

会
津
若
松
市
内
の
温
泉
施
設
に
避
難
し

た
時
は
敷
地
内
の
草
刈
り
を
し
、
７
月

に
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
か
ら
は
ご
み
拾

い
を
定
期
的
に
行
い
、
道
路
脇
に
花
を

植
え
ま
し
た
。
い
ま
暮
ら
し
て
い
る
高

萩
市
に
来
て
か
ら
も
、
近
く
の
河
川
の

草
刈
り
を
し
、
小
さ
な
公
園
に
花
を
植

え
て
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
な
り
の
感
謝
の
伝
え
方

を
こ
れ
か
ら
先
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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絆
きずな
おおくま
ふれあい通信

　大熊町見回り隊の隊員として
設立当初から活動し、自宅のあ
る大川原地区の変化を見守って
いる。　
　自宅で野菜や季節の花々を栽
培する傍ら、町や県の委託を受
け、町内にある実証田やヒマワ
リ畑の管理にも協力している。

茨城県高萩市

新
にいつま

妻 茂
しげる

さん

　

大
熊
町
見
回
り
隊
の
仕
事
に
は
、
設

立
当
初
の
2
0
1
2
年
12
月
か
ら
携
わ

り
、
現
在
ま
で
6
年
以
上
に
わ
た
っ
て

続
け
て
い
ま
す
。
自
分
の
ふ
る
さ
と
が

気
が
か
り
だ
っ
た
と
い
う
の
が
始
め
た

き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に

大
川
原
地
区
の
先
行
除
染
も
始
ま
っ
て

い
た
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら

そ
の
様
子
を
自
分
の
目
で
見
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
始
め
た
当
初

は
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
が
荒
れ
放
題
で

「
こ
れ
は
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
」と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
２
、３
年
で
大
川
原
地
区

は
見
違
え
る
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

自
宅
の
前
に
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

が
広
が
り
、
す
ぐ
近
く
に
は
植
物
工
場

が
出
来
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
役

場
新
庁
舎
や
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
も

間
近
に
控
え
、
帰
還
に
向
け
た
動
き
が

少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

見
回
り
隊
の
仕
事
以
外
で
も
、
月
に

10
日
ほ
ど
大
熊
町
の
自
宅
に
通
っ
て
い

ま
す
。
自
宅
の
片
付
け
や
野
菜
の
栽

培
、
花
壇
の
整
備
な
ど
、
や
り
始
め
る

と
仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
自

宅
で
の
作
業
の
他
、
町
が
主
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
る
実
証
田
や
試
験
ほ
場
の

維
持
管
理
を
町
の
産
業
建
設
課
の
職
員

と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
去
年

か
ら
は「
大
熊
町
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
の
維
持
管
理
も

手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
る
こ

と
が
多
く
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
体
が
健
康
な
う
ち
は
な
ん
で
も

協
力
し
た
い
で
す
。
そ
れ
が
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
大
熊
町
へ
の
恩
返
し
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
避
難
生
活
を
通
し
て
、
私
が

大
切
に
し
て
き
た
の
は
感
謝
を
伝
え
る

気
持
ち
で
す
。地
震
が
起
き
た
次
の
日
、

私
は
家
族
と
共
に
田
村
市
の
体
育
館
へ

避
難
し
ま
し
た
。
地
震
の
直
後
で
頭
が

混
乱
し
て
い
ま
し
た
が「
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
や
ろ
う
」と
ト
イ
レ
掃
除
や

ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。４
月
に
な
り
、

会
津
若
松
市
内
の
温
泉
施
設
に
避
難
し

た
時
は
敷
地
内
の
草
刈
り
を
し
、
７
月

に
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
か
ら
は
ご
み
拾

い
を
定
期
的
に
行
い
、
道
路
脇
に
花
を

植
え
ま
し
た
。
い
ま
暮
ら
し
て
い
る
高

萩
市
に
来
て
か
ら
も
、
近
く
の
河
川
の

草
刈
り
を
し
、
小
さ
な
公
園
に
花
を
植

え
て
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
な
り
の
感
謝
の
伝
え
方

を
こ
れ
か
ら
先
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絆おおくまふれあい通信は、今回で最終回となります。ご登場いただいた方、ご愛読いただいた方、これまでありがとうございました。
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おおくままちづくり公社
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43　大熊町役場いわき出張所内　☎0246-85-5237
梨の実サロン平
〒 970-8026　いわき市平字新田前 6-10　☎0246-38-3236
大熊町社会福祉協議会
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43　大熊町役場いわき出張所内　☎0246-38-8938
大熊町商工会
〒 970-1152　いわき市好間町中好間字上川原 36-1　☎0246-85-5103　

会津若松出張所　〒965-0873　会津若松市追手町 2-41
　（総務課、企画調整課、住民課、福祉課、生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）
　☎ 0120-26-3844（フリーダイヤル）
いわき出張所　〒970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事業課、生活支援係、庶務係、税務課）
　☎ 0120-26-5671（フリーダイヤル）
中通り連絡事務所　〒963-8035　郡山市希望ケ丘11-10
　☎ 0120-24-1013（フリーダイヤル）
大川原連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字南平 1138-2
　☎ 0120-23-1095（フリーダイヤル）
現地連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字手の倉125　坂下ダム管理事務所内
　☎ 0240-32-2318
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大熊町役場

関連施設

　大熊町役場旧庁舎の書庫に保管されている写真は、震災で散乱し、撮影日や撮影趣旨が分からなくなっ
たものが数多くあります。誰かの思い出のワンシーンかもしれない一枚を紹介します。この写真について、
何かご存じの方、情報をお寄せください。　　　　  　問大熊町役場会津若松出張所　総務課　秘書広聴係

書庫から一枚

★撮影年月日
…不明
★撮影場所
…ＪＲ大野駅
★その他
…かなり大勢の方たちが電車
を待っているようです。駅舎
は昔の木造です。手前に白い
布を敷いたテーブルがありま
す。人々の背後に古い電車が
わずかに見えます。　
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